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北部日本海海域におけるスケ トウダラの漁業生物学的研究

1 集団行動と構造についての一考察

田 中 宙 韮

(北海道立中央水産鼓輸額)

Studjeson theFisheryBiology ofAlaskaPollack (Theragra

chalcogralnma (PALLAS))in theNorthem JapanSea.

1. A consLderattonwMllLsrnass-constmction.

TomiJuTANAKA

(TIo以aldoCE′･/IlJLFisllerJeSExjhm'ntrNIaLSLlJLLO/･)

TnthepresentT)aPer.lheauLhergaveaconslderationwitllmaSSICOnStrUCt10n OfAlasl･a

pollackinthenorthernJapanSea,espec.81tyconcerJ'ingwILhproblemswhethersch00】Scometo

manydlfferentspawmnggroundsareeachd-yldedlndependenLoneornol,andhowIStherela･

tlOnbetweenthenorthwestern(westcoastofnorlllernpartor]10kkaldoandsouthernI)artOf

Sakhalln)andthenortheastern (eastcoastofnorthernp8rLotMar.L■rneTerntoryofUSSR)

populat10nSlnthenorthernJapanSeareglOn,bythegeneralanalysisbasedonthesomeresultsof

tagglngeXPerJmentSforthelrpre･andpost･spawnlnggroupsmadeln1964and 1968 respecllYely,

aswellasbasedonsomeknowledgesobtalnedthrough lheb'oLog-GalresearchescarrJedoutfrom

ユ956to1968.

Accord.ngtotheresultsoEtagg.ngexperimentanddalaOnSOmebLOlog)cataspects(TangC

andmodeofbodylengthdlstrlbutlOn,ageCOmpOSlllOn.numt光rOfvertebrae,e上c.),thegreater

numberofeachschoolcometodlfferentspawnlnggroundsarenotonlyocupiedbythesameyear･

C)assEisT.esbutalsoshownthesameconstructlOn.nthelrageCOmpOSltion.Andalso,themode

oElhe･rbody)engthdistrlbutionlsslmllareachotherthroughoutallspawn)nggroundsAbove-

more,resuhsoEthetzLBgingexper■mentsuggestthatthespawneTSremoveFrom oneto other

spawn･nggroundsdurlngOneSpaWnlngSeasonalongthewestcoastoEnorthernpartoEHokka･do

FromthoseFacts.theauthorreachesloaconclutionthattheAlaskal対日acksdlslrlbutedlntllC

northernJapanSeareg･OnmayprobablebeconstltutedbyaslnglepopulatlOnWILhthesamemaSS-

behavioraLIdthesamemaSS･COnStrUCtlOn.However,lnthewestco耶tOEsouthernSakhlln,8n

OkhotskSealspopulationwhichwLthgreaterbodysl写Ctl､anthatotnorthernJapanSearso∝ur

byyears,and一hcyspawntogetherWLlhthenorthernJapanSealspopulatioTllnthesamespawning

grounds.

●報文番号 A62



2 田中田並

は じ め に

筆者は先に,北部日本海におけるスケトウ〆ラの産卵即の生活にi･れ,主として各海域の産卵掛こ来遊す

るスケトウダラの魚群行動について考察した｡しかし,その按の調査の進展により,これら産卵掛こ来遊す

るスケトウ〆ラがそれぞれ分化した独立群なのかどうか,またその後に開発された沿海州海域に生息するも

のとの閑適はどうなのかという.割き田行動とその柄道についての間筒が新たに生じたC

北海道周辺に分布するスケトウダラについては,これ

まで石EEl(1956)が形質的な面から系統群の訣別を行なっ

ている｡このなかで,日本海ならびにオホーツク海のス 50

ケトウ〆ラについては,軌獲物の体長組成,耳石の輪紋

が不LyJになる時の体長,耳石の大きさと体長との相対成

長tJ:どに相違がみられることから,両海域のスケトウダ

ラはそれぞれ別個の系統郡で構成されており,この両系

統群は混じり合っていないと述べている｡ 50

-九 叔近行なわれた標識放流試供の結果から,北部

日本海海域におけるスケトウダラの移動回遊がかなり広

範m紅わたることが明らかになった｡また生物学的調査

によれば,この海域の一部に通常の日本海群より大きな

体長をもつオホーツク海群と思われるものが時に現われ 50

ることがある｡

この報告はこれらの新しい知見と従来の年齢組成,成

熟,産卵,脊椎月数,耳石.などの諾形質についての研

究結果を総括的に分析して,北預i日本海のスケトウダラ

の典EZl行動とその構造について考解したものである｡ 50

この研究は道内水乱 北水訓のスケトウダラグループ

のたび重なる論議と批判の上に進められ いわばこのグ 50

ルーブの共同研究の成果ともいえるOここにグルーブの

諸氏に深く謝意を表する｡

また標本採炎その他の調査にいろいろ便宜をはかって 50

いただいた,岩凡 増毛両独脇 机 ならびに委託釈放船

第5石狩丸 増毛スケトウダラ部会の各位に対して厚く 50

お礼申し上げる｡

北部 日本海スケ トウダラ漁業の

特徴について

北海道西月旦のスケトウダラの調査が産卵期にのみ行な

われているのは,産卵期以外は全く漁業の対象にされて

いないのみならず,その数丑変動を予洲する上で産卵群

を調奔することが誰要な意義をもつと考えられるからで

ある｡したがって本掛 こはいるまえに北部El本海のスケ

トウダラ地業の特徴にふれてみたいC

一般に北部日本海のスケトウダラ漁業は,産卵のため

xD 'jl,. % X. 鬼 h; XD 3&
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北部日本海海域におけるスケトウダラの漁業生物学的研究1 3

に沖合いより泊掛こ来遊する産卵拓断群の漁掛こ始まり,産卵期を感瀬として産卵終了と)t=rこ汎Rも終る｡

北部ロ,t海沿岸に来遊するスケトウダラの主要な産卵執t.南は岩内沖から,石村群,雌冬沖,天兜 旋尻

他用RZ.利尻 ･礼文払周辺,稚内沖のノ-ス切.カラフト西海岸沖lJIL､や沿海州沖合いに認められている｡
これらの産卵額では.産卵開始時期,産卵終了時期にかなりの時期的ずれが見られ,同一産卵鱗にあっても

年に上ってかなりのIYjがある｡またこれら産卵場に来遊するスケトウダラ郡の丑も年に上ってかなりの変動

がある｡

現8,北部日本海でスケトウダラを対象として行なわれている漁業は,庇びき網,刺し網,はえなわ汎楽

で,これらの独英はいずれもスケトウダラが沿脚こ来遊する産卵仰臥 産卵1汎 産卵後期の群を対故として

行なわれている｡この時PH訣外のスケトrL7ダラはほとんど独禁の対象になっていない｡

北部日本海のスケトウダラりま,生雅男主の成熟が進むにつれて底生性になるという習性のため,刺し網政策

では,その漁獲深度を調節することに上ってかなりの軌獲効果を高めることができる｡しかし民びき網漁業

の幼合には,魚群が民生生活を始めないと漁獲の対象にならないので漁獲の時期が制約される｡

一方,はえTL:わ漁業においても生租典の成軌の巡行にしたが･'て,エサをとらなくなるなどのために.そ

の汲肝中の産卵時期の到来の早いおそいに上って漁後見の増減がおころ｡群 1回と第2回を比較すると明ら

かなように産卵時期のおそい時には,はえなあ軌実の漁捜卦 i増大し,反対の幼合には漁獲丑は低下する｡

すなわち,たとえスケトウダラの姿晩生が年 は々riL定であるとしても,それぞれの漁業がどの生活周期の
スケトウダラを漁獲の対毅にしているかによって,漁獲丘の補液がおころものと考えられる｡

調 査 の経 過 と方法

この研究は1956年に行なわれた多米加朽調#.ならびに〆//♂-/海内的丑における生物学的掬鹿の汽料,

さらにそれ以前に行なわれたオホーツク海,および北部日本海におけるスケトウダラの標誠放流駄験の朽捕

Table1.CatchesoEAlaskapoHack】nthenorthernJapanSearegI0-I1n

1968byeachllfecycle,(lSh･nggroundandI.sh.nggear (Un.t.S8ton)

Zz,sitT wning Gil1-netLong-lineTray) 3 570 174 4.3 5,Cod

Thesu- total f5･505128･220恒 52119･1車可40･0 7･可 11,220;123355
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Fi92 AnnuatcatchesolAlaskapollack

lntheNorthernJapanSeaflsh-

1nggearS･

F'93 BodylenglhandagecomposltlOZIS

olA一askapollacklneachflshlng

ground (1967)

の結果,ならびに1964年以後突施された北部EIA一海のスケトウダラの生物学的調査の資料に基づいて行な

われた｡

脊椎骨数の計測にあたっては,J石部棒状一Fi(urostyle)を含め,咋輪計測にあたっては,石田(1956)によ

る方法を用いて透明稀を耽み,満年齢として取り扱った｡

北部日本海におけるスケトウダラの摂政放流駅畝は,1964年2月に岩内沖漁切で,また1968年4月に石

狩湾において行なわれた｡この標識放流訴欺に使用された放流触1,いずれも産卵後沿岸に滞留していた産

卵後期群である｡ また1968年に岩内沖軌勘で行なわれた大息機語法による模試放流試射 1,産卵前細に行

なわれたもので,この訳験からの朽揃爪がどの生活胤EfJのものであるかを知るために.あらかじめ各軌場の

漁獲物の生物学的調査を央施して,生括)剛gJの推定を行なった｡

生物学的調査の結果

北部日本海海域のスケトryタラのil洞欄進がどのようなものであるかを分析するた桝こ,まず地理的にあ

る軽度隔離している北海道西海岸沖合いの幾つかの産卵掛こ来遊した魚群の体長,および年齢組成について

考察すると,第3回に示したように,1967年度の漁卿こほどの海域においても1962年尭生年奴群が主郡を

占め,1961年発生年奴群がそれに次いでいる｡またその体長範囲と体長モードについてもほぼ同じで,産卵

堪和才Jの差はみられないO

さらに1967年度の汎斯,1968年度の漁期にそれぞれの産卵掛こ来遊したスケトウダラの主群および従税

群の各年齢ごとの体長範臥 その体長モードを比較してみても,産卵坊間に差は全くみられない (節4,5

回)｡

また最近になって開発されたカラフト西岸沖合い,北部沿海州沖合い (シべ1)ヤ刃と梓)産卵掛こ分和する
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施 転

地 k

lは L=二
･L血･･｣

二 二
Fi94.Body一engthdLStrlbutlOnOf

twom.lJOryear･Class'Alask.I

poLlackLneachEIShLnggrOu-

ndforthepre-spawnlnggrO･

upsln1967.

二二
通虹
:L皿:LAB_
;｣岨

虹 虹

Fl95.BodylengLh(llStrlbutionoftwo

JnaJOryear-Class'Alaskapollack

JneachElShinggroundforthe

l)re-SpaWnlnggroups】n1968.

スケトウダラについても,北海道西岸沖合いの各産卵切に米遊するものと同じ発/巨咋鮫群によって‡軌式さ

れ,それらの群の体長範田やモ-ドも同じである｡

したがってこれらのことから,北海道西岸海域からカラフト西胤 北部沿海州 (ンべリヤ東岸)にわたる

北部日本海海掛こ分布するスケトウダラは同一の柴田構造をもつものであると推定される｡さらに,これら

各水域に分布するストウ3'ラの軒椎骨数の出現状

況も堆冬池坊の ものと,北部沿海州沖合いぬ切

(シペ1)ヤ兼岸)のものとは一致する｡しかしカ

ラフト西岸沖合いのものは脊椎骨数の薮産分IJtlの

範EElは同じであるがモードに 1個のずれが見ら

礼,日本海とオホーツク海の群との中間的な様相

を示している｡このことは,この年のカラフト海

i榊 】食い漁場の漁造物の体長妊L庇と考え合わせて

考察すれば,カラフト西岸沖合いのものがオホー

ツク海群とEl本海群が扱合した型を示しており,

lB 19 54 5L 525351 この年にはこの海域に*ホーツタ海群が侵入し,

如nLx.ohH'ebr't(-RtItJ" ro'Ly)e) 同一産卵場で産卵活動を行なったためであろうと

Fig6.FrequencydistrLbutlOnOfvertebral 推定されるo

numberoIAlaskapollacklneach

area.
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標識放流の結果について

漂汲放流試輸は,1964年2月27日に岩内沖の産卵掛こおいて,産卵後卿のものについて行なわれたもの

で,その政雄ならびに再揃の状況は,第2表.妨2回に示した如くである｡放流した伽ま翌年から岩内沖産

卵切と推冬刑】産卵場で再捕されているが,それより北方の産卵額での再揃は全くない｡この両産卵場での再

輔車は比較的拓く,岩内沖産卵場に産卵のため来遊した群は産卵後沖合いに分散し,翌年の産卵期に再び岩

内沖,あるいは堆冬沖産卵掛こ来遊したことがうかがわれる｡

また,一産卵期間･~いこ-産卵場でしか産卵しないのか,あるいは裁くつかの産卵場で産卵するために移動

TAbl'2 DataOnthelaggtngexperlTnentmadeLn1964b)･rTleanSOfaplerCLng
methodofvlnyletubesnearthebaseoEdorsalEln

(TagBLng)
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回JTLEをするかどうかはこの慰.果からは推察 し得な

いoLかし1967年 11月に岩内沖産卵場で行なった

こくいちぎり法ミによる大晶標誠放流試験と,同漁

期の後半に石狩湾産卵場で行なった通常の標識放流

試験の結果は,産卵にはまだ問がある産卵rHTJ期に,

雄冬ならびに武蔵堆産卵場で再揃があり,さらに産

卵淋 こは.雄冬沖をはじめ天うFa･焼尻島沖 (通称,

利 ･礼周辺漁場)の産卵場で大量の再輔がみ られ

た｡

これらのことから産卵前期に,岩内沿岸に来遊し

た産卵群の一部は,岩内沖の産卵場で産卵せずに,

北海道西岸沿いに北上し.雌冬沖から武蔵唯ならび
に利 札周辺水域に達し,それらの産卵場で産卵す

ることが明らかになった｡さらにそれらの群の一部

が産卵後さらに北上して, カラフト西岸沖に移動

し,ここで沿海州沖合郡と合流して,沖合水域で紫

郎活動を行なうものと考えられる｡これらのことか

らも,北部日本海のスケトウダラは同一の袋田行動

を行なうものであると考えてよいであろうO

(TJBBIRg写WCrtmadeb)■I-crCEngrnethoJ oi､'rly)=ubESnearthe
bJ5EOfi()rs&1L■n)

F･98 A mapofrecapturlngOftagged
AlaskaPOT_lackalongthewest

coastofHokkaldo.

論 議

北部日本海海域のスケトウダラの集団行動とのその柄進については一北海道西岸沿いに形成される産卵場

毎の漁獲物の体長分布の範囲,そのモード,年齢組成,標識放流試験の結果などを分析した結果,どの産卵

場のものも,その漁期間中の主群の発生年級群が同じであること,またその年奴構成が互に全く斯似してい

るのみならず,各産卵掛こ来遊する各年級群の体長分布もそのモ-ドも同じであるoLたがって,岩内沖か

らカラフト西岸帆 ならびに北部沿海州 (シべ1)ヤ5ti'岸)沿岸沖に分布するスケトウダラは同一の集団行動

と柵造をもつものによって構成されると考えられ,この海域のスケトウダラは同一の系統群であるという仮

説はかたり信敵性が高いoLかし淋 こ述べたように,カラフト西岸沖漁場については,年によってオホーツ

ク海群が投入し,同一産卵場で産卵している現象がみられている.

かつて北海道西岸の文部の海域 (久遠 磁石水域)の群と交流のあった朝鮮3Iミ岸群との関連については現

在では一応別の系統群であろうと推定されているが,これについての資料が乏しいので,ここでは触れるこ

とができない｡

北海道西岸沿いに形成される各産卵掛こおけるスケトウダラの魚群行動については,従来スケトウダラは

生禿正典の発達にともなって接岸し,産卵後もその水域に-サがあれは一時滞留するが,その後は分散すると

考えられていた｡特にこれまでの標識放流試畝の結果からみると,-産卵期間中に裁くつかの産卵掛 こわた

って移動したという≡好例が全くないために,スケトウダラは-産卵場でしか産卵しないと考えられていたo

Lかしすでに述べたように-産卵期間中にも幾くつかの産卵掛こわたって移動することが明らかにされた｡

しかし,どのような安田に支配されて,各産卵場へのスケトウダラの畳的な配分がなされるかについては全

く不明である｡そこで,これらのことを明らかにするためにはまず諸屈性の年変化をとらえ,その知見を苔

群する必要があろう｡
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I
サ ソマの生活に関する研究 (第 m報)

北海道 日本海海域に来遊する春生まれ系統群の産卵期の集合特性

小 林 喬 ･若 生 允 ･ 内 藤 政 治

(北海道立中央水産鼓敦場) (北海道釧路水産課緋 )

StudjesontheLife of the PaciflCSaury,CoLoILZbL's saira (Brevoort).

In AggregativecharacteristlCS Ofthe sprJng-SPaWmng POPUlationinthelr

spawningseasonlntheJapanSea.

TakashiKoBAYASⅢ,MakotoWAKO,andMasajiNAITO●■

(IIokkoidoCc''/ratF'sherzesEx〆'･'N'cl'ILZESLL7tLOIZ)

++(HokhaF'doKusl'F'/-0F'-/'criesEェ〆rll〃e,･1aESLLZt'0'-)

lthasbeenregardedthattwod'fferenlpopulal■Onsofsaury,asprlng-Spawn)ngPOpulal■On

andanautumn･spawn･ngpopuktlonarepresentintheJapanSea.0†whICh,thesprJng-SPaWnlng

populat,On】SmuClldom=-antaTLd∝upledlhcmostpartoFcatchesoEsaury･nthlSreg10n The

presentstudywasdlreCtedtowardrevealLngthellfeT)aLternOElhisspr】ng-spawnlrlgpOpulat】on

･ntheadultstage,partlCularLyonlhelraggregtltivecharacterlSuCSlnthespawningSeasonaSa

lundamenLaLgroupofsauryLntheJapanSeareg■on.

lnth,spaper,thefollowlngTeSulLSOnthelrlnd■vlduala-'wellassexualrelat10nSwere

gLVenbasedupontwoyearsdatefrom 1965to1966.

1.FromanalysLSOnbothdegreeofmaLurilyandwelghtofovary,thellEecycleoEadullsaury

oEtheJapanseadlfferfromthatoftheNorthwesternpacIfICpOPulatLOn8SShown】ntheLo1

11Owlngtable.

Werecognlzedaposl･spawningl氾riodm theJapanSea'spopulationherehylX)thetlCally

2 ThespawnerconsIStSOf1.2-3intheLrSexratl0ar)AdlSPerSedaSBorneSmallgroupsOnthe

o一herhand.thepre･spawnLnggroupCOnSLSIsoE1:1asnotallkeasthatoftheNorthwestern

PacilLCpopulation(See,thef.rstreportofdlisserleS),anddleyform reJatlVelylargegroups

thaninthespawningperLOd(F1g.7.8,and9).

3.ThelndividualrelationsandsexualrelatlOnSareCloselyre)bledlneachother,andltSeems

tobethatoneoflllemainelaclorcausedchangesbetweenbothmaybe"MaturLty",

●報文番号 A63
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は し が き

北海道日木海の産卵サー/lTは,古くから相当来遊することが知られ,主として手づかみや流し網によって

軌姓されてきた｡このサ./ては年によって,沿岸に多く来遊したり▲来遊しなかったり,ということによっ

て漁況は著しく変動してきたが,沿岸各地における小 ･中型漁船の夏枯れ時期の漁業としては,重要な位Ia

を占めている｡それに加えて∫最近では太平洋サ./マ漁業の不振から,この海区の姿源状態が掛こ注目され

てきた｡

このサンマに関しては.1908年頃から当切を始め各内水駅が地域のサ'/マ汲業を発展させるため,偲別に

漁具汎法,漁場朋免 生嵐 企業性などについて調査が行なわれてきた｡とくに集中的に行われた調査とし

ては,1953年から5カ年言f両で進められた対鴨暖雄雌苑閑寂と.1961年から4カ年計画で実施されたEl本

海サl/マ共同調丑などがあるOこの結果については,水産庁からr対馬暖耽開発調査報告番 (1958)｣.日水

gfから｢El本海サンマ共同調査報告集 (1962 '63'66)｣がHほれている｡

サソマ漁業の生産現場から,ことしのサソマ軌はどうなるのか.取掛 まどこに形成されるのか,生きがよ

くて多投できる漁具は何か,という許題が数多く称せられてくる｡この間題に答えるために,サソマの生活

を具体的にとらえるという立場から,まず糸合特性の研究を進めることにしたo

ところで.日本海のサ'/了には,春季と秋季の2つの発生ライソが存在するという仮説が深穐 (1963)に

よって得られている.この報/pJ:は,毎年漁獲の大部分を占める春季発生ラインの産卵群を対象とし,その内

容を具体的にとらえる研究の1つとして,構造的な脚面を考零したので,得られた結先を報告する｡

なお,この研究について,いろいろとご肘誹いただいた北村汎 北水就サンマ研究グルーブの鮒氏に感触
する｡

漁業の沿革について

北海道日本海のサンマ汎業は,明治末Jy慨から始められ,現在におよんでいるが.漁船や漁-1も漁法などの

変化から,その歴史を手づかみ軸勅封t:と流し網独楽時代に大きく別けることができるので,その内容につ

いて若干述べる (Flg.1)｡
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ofHolくkaldofrom 1924to1967

1 手づかみ漁業時代

サソマ漁業が始まってから1952年ごろまでは,主として.産卵サソマの性質を利用して.ム･/Pに穴をあけ
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た蔭影利用の手づかみによる原始的な漁法が盛んに行なわれてきたと考えられる｡この時代の生産手段は.

無動力の磯舟が主体であったことから,生産性は低く,しかも魚群がごく沿岸に来遊したか.しないかによ

って若菜隻数が異なり.それにともなって漁捜急も大きく変化した｡すtL:わち,豊漁は1944年と1952年で.

前者は手づかみ700糞と流し網100隻の青菜.{･750t,後者は手づかみ2.100堂の若菜で2.200tも漁獲し

た｡しかし,他の年は,魚群の来遊に対して若葉登数も少なく,ともなって熟狸丑もわずか10-30tであっ

た.それでも,1937年ごろまでは,北海道太平洋海区やオホーツク海区の汎接見がより以上に少ないことか

ら,この海区の漁獲丑は全道の50%以上を占めていたQ

この漁業は漁具漁法の簡易から,魚群が接岸するとIaちに若菜できるので現在でも使われている.すなわ

ち,最近では1967年7月上 ･中旬,余市沖3-4埋付近に漁場が形成され,船外機付き磯舟10数袋が山恥

して1日1隻で30-50kgの漁があったし.また1969年7月上旬,道南の江良沖でも旗舟がよい口で 1坐

当り20-30kgの漁獲があった｡

一方,この時代は沖合海区に進出することがほとんど不可能なことから,沿岸に来遊したサンマをいかに

多く漁凄するかということで.1915年抄網が考来され.1936年桧山支庁管内で8糞善業したが.漁期rfll坐
平均150kgの低粥な漁獲に終った｡この漁火は,現在ほとんど使われていないが,近年この漁具の構造と

漁法について再検討する斬向がうかがわれるようICある｡

2流し網漁業時代

1942年ごろから.無動力船によって流し網漁業も行なわれていたが.漁船の大型化と動力化に ともなっ

て.オ格的にサソマ漁業の形腰が変り.流し網軌讃時代に移行したのは1953年ごろである｡この時代に入

ってから,若業隻数が年ごとに増加し.しかも漁.J1..-を多くJfJいて早期から沖合海区-進出したことなどによ

って,漁獲是は飛椛的に増加し,1958年は500ま空の適業でこの海区最前の8,600tを漁獲した｡しか し,

1963年から若菜隻数が大lかこ減少し.それにともなって漁推量も1965年から500 tく･らいに低下してきた｡

だがそれでも,この拓区において6-7月は滋野汎米も少ないことから,この汎米に対する依存度は健めて

大きい｡

一九 この漁選に変る前後の1952年から'54咋卿こは,蔭影利用棒受網が考案され,この漁共を滋臓した

10t未満の漁船約100坐が青菜し,漁期小81ぐらい漁擬した船もあったが.その後,この漁具に上る挽業

はないようである｡

サンマの生活をめぐる壬要ないくつかの仮説

本題に入る前に.その前推となるいくつかの盃要な仮説と問鼠点について述べておきたい｡

l 系 統 群

日本海と本邦太平洋のサ./741.完全に分#した碑実は認められないという笠原 大概 (1952)の説もあ

るが,ここでは.著者らが節l報 (1968)で述べた通り.日本海のサソマがこの海区で,毎年一光細･発育･

成長を繰り返していることから,- 応.独立性を保っている群として考えたい｡

管聞 く1959)紘,耳石の透明帯の形成から｢冬期日本海の九州北西岸に現われる体長28･29cTnのサソマ

は.初夏に北海道西岸で汎被される体長30cmの大塾伽こ,これが翌年の冬になると32cmの大型伽こつな

がると考え,その中に俳か.異なったタイプを持った大型魚も存在するが,比較的単純な群構成である｣と

述べた｡

その後,深穐(1963)は-｢容から初夏にかけて口本海を北上する29 30cmモードの大型蝕と24･25cm

モードの小型魚は春季先生ライl/に属し.前著は溝2年,接着は沸1年とした｡また同じ時期に北上する

27･28cmモードの中型伽 i秋季発生ライ./に属し,これを溝15年とした｡そして秋季発生ライ-/に属す

る中型魚が春から初夏にかけて,また春季発生ラインに尻する特大型j(tが軟に産卵することから,代 ,々春

に産卵するサソ17とか.秋に産卵するサンマというほど分化が進んでいるのでなく,両グループは再生産の

過程を通じて相互に湿り合う可能性が大きいと考え,教生変動が独立に行なわれているという見解には,な
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お再倹討の必要が認められる｣と述べている｡

以上が系統群について,現在まで細られている知IJLのあらましであるoここでは2つの発生ライ./を一応
春生まれと秋生まれ系統群と仮定し,その年齢と成F'について,以上の仮説を支持するが,これら系統群を

より具体的にうきはりにしてゆくためには.移動 成良.成熟 産卵 ･鱗 背椎骨 .耳石等の諸研究を閑適

において統一的にとらえなければならない｡そしてその窓口として,筆者らは発育段階と生活年周朋の概念

を用いることができる｡

2 発育段階と生活年周期

著者ら (1968)は.北西太平洋のサソてについて,卵から親になり再び卵になるまでの過程において質的

に舛なると考えられる卵期 稚魚期 幼魚期 ･成東t期の4つの発育段階と,成魚期に達したサンマの生拓年

J対期として,紫所期 (秩生まM 羊はこれをさらに北上と南下に分けた),産卵弊肺PJ.産卵期を区別した｡

日本海のサソマにおいても同じように区BIJされるものと考えられるが.しかし,Fl本海サンマの産卵期の

規定を川口 (1966)は卵巣盤量5g以上としているので,北西太平洋系群の卵灘盃丘3g以上という脱走を

そのまま着用すると.大部分完熟に適していないのに産卵期の範ちゅうに入り,また産卵後と純定されるサ

ンマも軌被されることなどから,生活年周期の区別について.さらに検討する余地があると考えられた｡

い 生活年周期の背鼎について

これをIyJらかにするため.1965年と'66年6-7月.北海道奥尻島周辺から石狩朽付近海区で,流し網に

よって5.1機 した28-32cmのサンマから卵塊を採り出し,卵膜が収蹄しないように3-5%のホ′レマリ./級

で同定したO標本数は,1965年17群238J宅,1966年10群89尾で.その汎丑と卯径 (長径)を討糾し,吹

のような結果を得た｡

サンマの卵鵜をそのままの状態で肉限故買すると.あるものは,卵弟膜を過して大部分小型遠LyJ卵が.普

た他のものでは.主として大型透明卵が見えることから.卯鵜を小 ･中･大型透明卵を持ったものに区別す

ることができる｡このことは,卵典熟度に連いがあるのでないれ ということからその内容を明らかにする

ため,まず型別透Iyl卵ごとに卵郡モードの.LIJ.現回数を求めた (Fig.2.)｡

-.仙
･-】9別

l'rr事1叫…川だLbrlLNI Ll

Pre･spawnlngPeTLOd I

】nthlSpeELOd,theeggsbeLonglngthelarger

grouparetransparentandsezni-matured.

Pre･spawnmgperlOdl.

ModesoEeggsdlameteraremoregreater

thanperiod7.

～,M川.,.mJ1 JW Spawnlngperiod I

Therearetr1-modeslnthefrequencycurveln

lhlSperlOd.andeggsofthegreatestgroupare

conlp】etelymatured.

SpawnlngperlOd[･
J;ggsofthegreatestgroupareurLder-spawrung.

Fl92 FrequencydJStrJbutl0110feggdlameler.

その鮎弧 どの卵恥にも03-0Llmmの不透明の微細な卵が存在しているE,

小型透F9j卵をもった卵児には.この敢細な卵と.卵径08-11mm.モード10-1.1mmの透明卵との

2つの卯群が存在している｡

中盈遠州 陀 もった卵掛こは,微細な卵と.12-15mm.モード1●2mmの逮EylS陀 の2つの卵群が存

在している｡そして,大判透明卵をもった卵典には.徽細な卵と,09mmの小型逮ly)卵と.1.6-19mm,

･t-ド1.8mmの透明卵の3つの卵群が形成されている,などのことが認められた｡
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これらのことから,0.3-0.4mmの故郷な卵群は,熟度の進んだものから分離して卵径1.0-i,1mmの

小型透明卵となり.さらに熱度の進んだ卵郡は1.2-15mmの中型透明卵になる｡中型透明卵が成熟して

16mmの大型透明卵になると,この卵にテ-/ラク糸が生じ,そして18mmになると.これは海藻付着卵

と同じ大きさであることから,この卵径に達し放卵を開始する｡このころ,別の微細な卵群も一緒に成熟し

て09mmぐらいの小型透明卵になる,などのことが推定された｡

次に,熟度の発達にともなって.いろいろの大きさの透明卵を内包している卵巣それぞれの重畳がどのよ

うに変化しているかを検討した (FJg3)｡その結果,小型透明卵が主体である卵巣直立は3-5g,中型透

明卵のそれが4-7g,大型透明卵が主体のものにな

ると急激に増大して6-17gく･らいまで,さらに放

卵中のものは4-15gく.らいである｡

以上のことから,卵巣卵の熟度として,卵径03-

04mmの単一な卵群を未熟卵.小型透明卵主体の

ものを成熟卵Ⅰ,小型透明卵主体のものを成熟卵l,

大型透明卵主体のものを完熟卵とし,これに対応す

るものを未熟期,成熟期 1･汀,完熟肌 そして放

卵rflのものを故卵糊とし.全休として5つの段階を

設定することにする｡これを整理すれば,次の泡り

⊂コL,…･..…,一 E ⊂コrr.州･..HHJLJ である｡

跡印.･･Wr･J 】 口､--･JE' 未 熟 期

Fig･3 FrequencydlSlrlbutlOnOEthegonads 卵巣重畳は主として2g以下,卯径は大部分03-

welghtslneachmaturegradesl 04mmであり,卵巣の色彩は7メ色または淡釦色

である｡

成熟期 l

卵巣を肉眼で見ると08-11mmの小型透明卵が全体の3/5-4/5認められ,他は不適Ey]卵である.卵狼

重畳ほ前の段階の2倍く一らいとなり3-5gであるO

成熟期 Ⅰ

卵兆を肉限で見ると12-15mmの中型透明卵が全体の3/5以上認められ,卵巣丑量は前の段階よりも

やや大きく,主として4-7gである｡

完 熟 期

卵髄を肉限で見ると16mm以上の大型透明卵が全体の3/5く･らいで,他は小型透明卵や不透明卵である｡

この卵巣重量はほとんどが6g以上である.

放 卵 期

卵典には小型透明卵が2/5-4/5と大塾透明卵が若干見られる｡外観は成熟期 lと難似しているが,卵狼

盃畳が主として5-6g以上であるから容易に区別できる｡

【2)発育段階 生活年周期の区別

これまでの検討結果から,日本海サ./マの生活年周期として,未熟期を紫朗軌 成熟期 T･[については,

卵群モ-ドや卵巣並立が似かよっていることから,これを産卵畔仰臥 完熟 ･放卵糊を産卵肌 それに多回

産卵から最淡の産卵が終ったものを産卵後Jgは し,4つの段階を設定したい｡また発育段階については.い

まのところ問題はないと考えられるので.北-LtEl太JIL洋系群と同じように区BIJする.そして,いままでの研究

から,各段階の生鳩的な知見を要約すると,次の通りである.

発育段階

卵期 卵はテンラク糸で互いにだi合して長いj万を作り,鮎蕗,木片,漁網などに付着野ミ流し.水氾170CTI打

抜で11日から16日間で筋化するO

稚魚期 この段階の体長は7-80mmく･らいまでであるが,遊泳力は全長50mm以下が昼間活発,100mm
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以上になると夜間活発となり,Lj等んに稚帆綱で採淡される｡

幼魚期 飛騨一的な成長を行ない,満1年で24-25cmの小型爪となった一部は熱卵を持ち,産卵するもの

もあるが,分科i同じ段階の北西太平7Y-系群と弗なり沖合性である｡

生 活 年 周 期

索飼期 :10-11月ごろ,満1･5年で26-28cmの中型魚になるが,この卵巣は2g以下で未熟である｡

産卵稗傭期 :3-4月ごろ,卵Dt琉丑は2-5gく･らいで初回産卵の准備に入るQただし,5-7月の漁仰中

において,1回日の産卵が終ったものと推定される卵脱窒丑 (完熟残留卵が認められるものもある)

は3-5gで,再び次の産卵聯備に入る.この卵典の色彩は赤または赤見七色である｡

産卵期 漁Jmrい.卵娘先見が最も芯く6g以上のものが,群れ全体として50%以上になってからである｡

産卵後期 10-翌年2月,卵al.重量は減少して6g以下となるが,大部分は2-4gであるO

次に,北海道El本掛こ初夏のころ来遊するサソマが実際にはどのような段階に入っているかをたしかめて

みるために,1965年と'66年について.卵巣熟度の変化過程からこれを検討した (Flg.4)｡その紙38.両

年とも部分的には成熟期 1 1のものも 】%5 .,66

兄られるが,6g以上の完熟ない し放卵

中のものが過半数以上占めていることか
ら,このサソ17は産卵ガ丁であると仮定す

ることができる｡

3 回 遊 は 20 25 30 5 -0

日本海サンマの回遊について,深海

(1966)は月別分布から考察し,y//
E].r･p･･'ド･,Al[コr･叫･･W ‖･･⊂コ､pH･qpr･J.lEb､M叫 ..,.Jり

トフ (1967)は北｣淵 と南下期について F･94 Seasonalchangeorovarywe,ghtlnSPr･ng

述べているが.ここでは纏年政孝の主体 SPtlWnlngSaury･

を占める春生まれ系統群が卵から親になり再び卵になるまでに.どのような回遊を示すかについて,これま

での研究結果や諦付摘まを参考にして,架朴であるが回遊想定国 (Flg.5.)を描いてみた｡

ここでは,沿海州寄りのものではなく,本邦側を北上 南下するものについて述べる｡

産卵は主として5-7月ころEl本梅全域で行TL:われているのであろうが,本邦寄りでは,主として鳥取県か

ら北海道北部沖合いまでである｡卵は水温17oC前後で11Eは､ら16日間で貯化し.生まれた稚魚は7-8mm

ぐらいで,北上の過掛こおいて除 に々大きくなり.10-11月ごろ南下するものと考えられる｡そのご.明ら

か'<･ないのが,翌年の5-7月ごろには淋 L年を経過し,体長モード23-25cmの幼魚 (小型魚)となって

沖合海区を北上する｡その際.一部のものは卵狐が発達して産卵を行ない,成魚と-詩に漁連され,さらに

北上して間宮海14r.付近まで連する.

この郡は,10-11月ごろ湘15年となるが,その際.オホーツク海から一部宗谷海峡を抜けてきた太平洋

系のrll型群と一鰍こなって沖合海区を南下し,その過程において沿岸各地でもBL_られる｡すなわち,10月下

旬26-28cmの中型魚が杭丹岬北30挫水温11oC付近で鵜脚榊や焼脚煩を盛んに捕食していたし.また佐渡

や窓山湾では10-翌年3F1,山口･良蚊県では11-翌年1月,九州北西岸では12-翌年1月ごろにそれぞ

れ定旧網や流し網で軌教されている｡

その後この群は.対馬暖流の発達とともに再び北上し,3-Ll月ごろ産卵難傭群となり,5-7nごろ沸2年

で29-30cmモードの大型魚となって産卵を開始する｡この時期でも端脚旅や碗脚Xtiを盛んに捕食しそして

流し網に上って各地で漁獲されるが,ごく沿榊こ漁場が形成されると手づかみ漁業も行なわれ,さらに北上

して8J=1ごろには瓶鴨島の北側まで連する｡この郡は,9月ごろになると大部分産卵も終って中 小型群よ

り甲く絹下を始め,10-12月ごろ満2.5年で31-32cmモードの特大型fftとなって.九州北門flで定ElflL網や
流し網で漁推される｡

以上は現在考えている仮説であるが,各段階の生活を具体的にとらえ,仮説を検討:するため,ここでは産卵

脚こついて,その段階に対応するものを産卵群とし.その回遊群がどのような解合特性を示すかを考黙した｡
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Fig5 HypothetlCalm】gratlOnroutesOfthesprH1gSpaWnlng

Saury

春生まれ系統群の産卵期の生活

1材料と方法

この研究て用いた材料は,1965年と'66年6-7凡 試験船によって奥尻島付近海区から石狩湾周辺海区

の魚群の分布状態を調査したときのものと,1965年の漁期Fh 当業船から始めたのである.標本数は,1965

年20群1,369尾,1966年 10群442尾であるO

ところで,5-7月の漁期中において,脊生まれ系統群の大塾魚と小塾魚,秋生まれ系統群の中型魚とが一

緒になって漁迩されるので対象を区別しなければならない｡これについて,それぞれの発生鎌田は従来の研

究から単一なれ成を示すものと考えられているので,一応,資料は少ないが年年における体長モードの出現

回数から検討したoその結果 (FIE6.),大型犬(.のモードは大部分29･30cmで,深滝 (1963)の研究と一

致するOこのことから.多少の韮なり合いはあろうが,個個の標本群を検討しながら,主として28cm以上

のものについて取り抜かった｡

次に産卵群の如合秤性をとらえる方法として,ここでは,個体間関係を現わす密度,雌雄間関係を現わす

性比の2つの側面と,それが成熟とどのように閑適しているのかということを確かめるた桝こ,それらの各

漁業海図を作製し検討した｡
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2 結果と考蕪

(1)分祁 rCLB:

偶肘Hl関係を示すものとして.分和解皮は各内血氏の
網待ち時間が2-3時糊であることから,この平均1反当

りの漁獲局数をもって海図に現わした (F■g.7.)｡

すなわち.1965年の月並海区は奥尻島而沖合付近から
石狩朽周辺海区であるが,この'6度を相対的に見ると,
耕丹半砧の北火と西独 それに茂津多坤沖が布く.一九

10用以下の稚いところ(i,珠丹坤の北林と瀬棚から江差
の沿岸部で,広い海域にわたっている｡また1966年の
調査海区は,奥尻島周辺海区から所産岬沖であるが.こ

の'0度は,相対的に沖合海区と奥尻島西側が高く,一九

10尾以下の稚いところは,瀬棚沿岸から奥尻仏向側であ

る｡ ⊂コ ▲JullI■･h小(-h{ 5pr.I fPM Jq } url

このように.産卵群の内執こおいて量的変化が示され F'g･6･FrequencydLStrLbutionof.r-odes

ていることは,群の作り方が異なっているからと考えら Ofbodylength･

れ その内容については.雌雄間関係や成熟の顎で具体的にとらえたい｡

Fjg7-1.

[コ-1ロトTL.□",TE】》荏■ - -
Fig.7-2.

AveragecatchperdriftglllnetlnEIShlngareas.

(21性 比

雌他ま爪の社会開操を知る上で蒐要な役割を占めている｡ここでは,雌榔全体で雌を割った数を海国に現

わした (Flg.8)｡

この園によると,1965年はわずか積丹岬北部沖合いで雌雄比が1 1となっているが,他の広い分布域で

は雌1に対して錐が2-3と大きtL:片寄りが見られる｡また1966年も奥尻島西側海区のみ雌雄比が1:1で,

他の広い分布域では伽 比が1:2-3となっている｡
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Flg.8-I.

139' lJO Hl

ロー肌□- □ - I fT

Fi!18-2.

SexratlOSlnd1fferentflShlngiLrenSdur･ngtlleSPaWnlngper■0(I

このことは.個体間的係とどのように封,びついているのかという級一･.I...から,分和鮮度と対応してみると,

襟度が相対的に糾 ､ところでは,雌雌比が1I1かそれに近い状態であるし,-77-,碑度の低いところでは,

雌雄比が1-2-3となっているoこのように.一応,産卵群と親定したものの小に.弗なった富捌X]係から,
別な群も存在していることを示している｡

(9)卵 狐熱 度

この囲 (FI昔9)によると,1965年は沿岸海区,1966年は沖合海区が.それぞれ完熟に達し砿ちに放卵

を開始するものや.すでに故卵中のものなどが主体になっていることから,これらの分神域を主産卵功と見

なすことができる｡一方.それ以外の分布域では,卵巣内にわずか完熟卵が残り.しかも小aU.や中興透明卵

をもった産卵畔備中の帯が主体であることから,これを産卵場と見なすことはできないO
以上のことが,個体間や雌雄間の朗係とどのように結びついているかを検討してみると,｢rd2度が低く,雌
雄比が1:2-3の分布域のものは産卵群が主体であること,一方,密度が相対的に茄く,雌株比が1.1の分

神域のものは産卵坤僻秤が主体である｣というように,それぞれにおいては一定の関係が示されている.こ

のことは,成熟の遅速に応じて個体間と雌雄問の関係が変化すると思われ,産卵群が小さな群を作って分散

したり,また産卵準備群が相対的に大きな郡を作ることは,唖固有の特性と考えられる｡

論 議

漁況は,瓜の生活.海の述臥 漁業生産といった3つの系の配合がもたらす現象形態であるから,漁況変

動の内容を具体的にP)jらかにするには,それぞれの系の特性とその内容をとらえ,つぎに各系相互の関係を

明らかにする必要がある｡

そこで,漁況変動の主触ま仇であるということから,従来の研究成果の上に立って,系統群,発育段階 ･

生活年周期,回遊など生活をめく･るいくつかの仮説とH.F胤 点を浮きぼりにし,各段階ごとにつくりだされる
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Fi99-I

口-2SY団2-5%E354-7r･JI 7粥 -
Fig9-2

PercentageoffemaleshavlngmatureandJustspawnLngeggs.

集合の特性をつかむことを試みたo

その結果,生活年周期の規定が,日本海系群と北西太平洋系群によって著しく異なっている｡これは今級

それぞれの生活が具体的にとらえられることに上って,明らかにされるものである｡

次に,北海道E]本海海域に来遊し分布の主体を占める産卵群は,雌雄比が1:2-3で小さな群を作ること,

また産卵準備群は,雌雄比が111で相対的には産卵群よりも大きな群を作ること,そして,それぞれの変化

を起こす主要な側面の1つは ｢成熟｣であると考えられた｡以上のように,産卵群と産卵準備群がそれぞれ

異なった生活をしていることがEyjらかにされ.区別の妥当性も碓められた｡

このようにして得られた糸.'淡は,不十分ながら紅接触船の撫菜に用いることができる｡すなわち,生産を

fi3lめるには.群として相対的に大きい産卵恥鵬群が血配されるし,その群が,いつごろ,どこで,どのよう

に炎合するかということの予測も,産卵群の生活を具体的にとらえることによってできるものと考える｡

ところで,性比の大きな片寄りについて,l1人でANA･(A(1955)紘,｢産卵期の性比は111であるが,産卵
を終った雌は直ちに産卵場を去り,雑はそれより若干長くとどまるのでないか｣,またコトーグ7'(1958)

ち.｢産卵初抑こ産卵卿こ来遊するのIl雄が多く,つぎに雌が産卵に来遊するからであり.産卵を終ると雌が
退去するため,蛾の数が増加して性比が変る｣,と同じような見解を述べている｡しかし,躯合特性の研究

から,この考察に対してつぎのことが悶鳳点として浮きぼりにされた｡

(D 産卵脚の雌雄比をL'1としているころE.

⑦ 産卵を終った雌が産卵助から去ったならは,この雌が高い比率でどこかに存在しなければならないこ

と｡

そこで,このようなことを証明する具体的な事実がどのようになっているのか,ということから産卵ガは

いう範ちゅうの中で,まず第1の問題点を検討する｡すでに密度 ･性比 ･成熟などの漁業海図によ･'て得ら

れたとおり,雌雄比が1 1のところは.産卵群でなくて産卵準僻群が主体であるから.rln題として取りあげ

た産卵期とl唯雌比の関係が本質的に異なっていること｡
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次に.第2の問題点について検討する｡本州日本海区では1961年の漁期申28郡のうち,雌がやや多いの

が5群,雄が争いのが22郡,雌雄同数が 1群であること,まIL:1962年では78群のうち.雌がやや多いの

が16郡,排の多いのが55群,雌雄同数が7群であり,さらに今回の調査においても,特に雌が多いという

ところは見られなかった｡

以上のことから,産卵秤の性比の罪体は雌 lに対して雄2-3と考えられ,産卵場から雌が退去したという

内容な.jt体的にとらえることができなかった｡

さて,産卵群の生活の内容をさらに具体的に明らかにするには,当面,次のことが問鼠色として考えられ

る｡

第1に,今回具体的にとらえることはできなかったが,この回遊群は,より基本的な魚群の現合体と考え

られるので,その段階'亡とらえる必野があること｡すなわち,北海道沖に順次来遊する魚群をそれぞれ相互

の関連によって検討すること｡

第2に.産卵聯僻群の生活を叔体的に明らかにすること｡すなわち,この内容が明らかにされることに上
って,産卵席の雌と雑の鵬床もよりー層Ijt体的になる｡

第3に,個体間と雌雄間の関係が変化するのは,成熟が主要な側面の1つであるということから,この遅

速をうtL:がす栄'衣も密掛こ籍びついていると考えられる｡したがって,食餌の研究を進め,これを諸側面と

の関連で検討することに上って,その内容をさらに典体的にすることができるであろう｡

このようにしてとらえることによって,系統群の内容も上り一周明らかにされるし,そのことが,魚群行

動や数J"d変動の法Llu性をとらえ,そしてより梢度のか ,漁況予測をすることに結びついているものである｡

要 約

日本掛こ分布するサ./マには,春生まれと秋生まれの2つの系統群が存在すると考えられる｡そのうち,

毎年漁獲の大部分を占める春生まれ系統群の成魚の生活を明らかにするため,若者らは,まず種の段階でと

らえた従来の生活年周期について若干の検討を加えた｡次に,研究対故を上り基本的な回遊群としての産卵

塀の段階において集合特性をとらえることを試み,当軌 個体間関係と雌雌問関係の2つの側面と,それが

成熟とどのように結びついているかを1965年と'66年の資料に上って検討したところ,次のような結果を

柑た｡

ユ 卵敷熟度とその蛋且の分析から,日本海サソマの生活年周期の各規定が,北西太平洋系群と次のように

興なっている｡

I-__ 生活年周期系 統 ＼ 索 郎期産 卵 準 備 期 産 卵 期 産 卵 後 好一

北西太平洋系統IGW.～｡.5, 巨 ｡.5-,.Op t 〟 3.｡川上1
さらに,従来の仮説に産卵後朋をもうける｡
2 産卵Ⅰ料ま.雌雄比が1･2-3で小さな群をつくって分散すること,一方,産卵準備群は,北西太平洋系
群と異なって(節l鞭参照).雌雌比が1･1であり,相対的には産卵群よりも大きな群をつくっている
(F】g7.8.9)｡
3 個体間関係と雌雄問EW係は密接に終びついており,その変化を起こす主要な側面の1つは｢成熟｣であ
ると考えられた｡
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エ 1/ノミフソ ウ ニとキ タム ラサ キ ウニの浮遊 幼 生 の
■

形億変化について
川 村 一 正;

(北海道立中火水産釈放幼)

On theDevelopmentoithePlanktonicLarvaeofJapaneseSeaUrchins,
StroJJgyLocenLroLusZl'LLtrWWd'zISandS 〃L'd〟S.

Kazt)hiroKAWÂ 1URA

(Ho朋LZ･doCellL'･DLFLSJzerJeSE3E♪erLme〃LDLSELZLLOn)

ThepresentauthorcarrLedoutSomeObservatLOnSOnthedevelopmentoftheplanktonlC

larvaeofSLro7･gyLocc,LL'･oL"HJL/Cr′′Ledtw∫andS 〟L'dNSbasedorLthesamplescollectedfrom the

seaandrearedlnthelaboratory.

lntheflrStSLage(fourarmed)Ofpluteus,thebodyskeltonoES l'′tLen7,edm∫hasnotbas-

ket･11kestracture,andtherecurrentrodlSalsotlbsen(.ThepostoralrodlSSlmple,andthebody

rodlSSLra･glユー･ThevenLraltransverserodsareshortan(Lseparate.ThebodylScome-llkeposte･

rlOTIy ThebodyskeltoI10fS.1LtLdLIShasnot-basket-1LkeslracLure,buthasrecurrerLtrod.The

posloralrod】sslmPle.butthebodyrodlSCurved.ThevenLraltransverserodsarecontactwith

eachothernttheirdlStalends

lnthesecondstage(SIXarmed)ofpluteus.theposLerodosa)rodofS.u'terwLedLtL-isstral･

ght,butthatOfS.llLLdL'SforksIntotwobranchesposterlOrly.

lnLllethlrdstage(elghtarmed)ofpluteus,the8nter10repaullettesoES.1'udTlSarelarger

thanthatofS.川/e′･MedLt'S.ThepluteusofS.lludLLShasthreepedlCel)ar;ae,butthatolS t'''L-

enltedlLtS)acksthem.

ま え が き

日本産 ウニ頂の浮遊幼生の形愚変化については,Mortensen('21,'31.'37,'38).久米 ('29),Onoda

('31,'36,'38).FukushL(608.b)などに よって研究 されて きたが.ェ./ノ.'7-/ウニSLro"gyLou･JLrol"i

'''lpr'1'edlL/S.キタムラサキウニ 5.1日′d'LSについては全く研究されていない｡Mortensen('J13)は SLrO-

ngyLocc'-LroLL'S属に10度を記載しているが.このうち技期幼生の形態まで研究されている種は S･drαb-

aEIJLeJJ∫一∫(MorlenSen1898.Thorson'46,Turner'65)と S fl･a〝(･SCa,WS(Mortensen'21.JohrLSOn

'30)があるに過ぎない｡

者卦 ま北海芯のウニ漁港の対叔態であるエ/ノくフソウニとキタムラサキウニの生活と増租に関する研究の

一環として,過去数年にわたり忍路再で両便の浮遊幼生の生満についてFF兜をおこなってきた｡両種が産卵

しはじめる9月以後,忍路帝では4種のウニ類の幼生が出現するので,まずこの幼生の健を査定する必要が

あった｡このうち2種は既存の文献と初期発生共敦から.オカメプソブクとカシバソ柄の一種であると考え

+報文番号 A64
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らk,残りの2種がェゾJくフソウニとキタムラサキウニである｡このr村税の浮遊幼生の形態変化について,

天然では'64年に,飼育実奴では'65年に放棄し確認することができた｡E古は天然に出現する浮遊幼生の

唖を区別することを口約に形態変化の特徴を観察したに過ぎないので,児生等帆 形態学的な立切での詳し

い悦楽,記軌 iおこTL:っていない｡しかし.両種の浮遊期の形態に朋する記粒がないので,その概要をここ

に報告する｡

本文に入るに先きたち,材料の採射こ際しては,北大水産学部忍路実魚所を使用させていただき,同所我

Ll信太和郎氏ならびに同所元♯員山崎あま氏にご協力いただいたことを深く感alする｡

材 料 と 方 法

'64年9月24日から'65年 1月28日までの4カ月間にはI1-2-7日に 1回の潮合いで,忍路湾の水深60

m,105mの2地点で,デ ラl/クt.ソネyト(口径30cm, ミ1-ラーガーゼNo.xx13)の垂直び さに 上

る操典をおこなった｡採典した材料は5/0占ホルマリソで闇足し.舛鼓室に持ち揺り倹放した｡この期問の忍

路帝の讃面水温は 9月下旬 19-18●C,10月18-13●C,11月13-8●C,12月8-6℃,1月6-5'Cであっ

た｡

人工飼軌まエ/,:フソウニでは,'65年 10月3nから翌年6Jll[1まで,キタムラサキウニでは10月3

円から12月4日までおこなった｡人工受桁は切り川Lに上る僻法でおこない,筋化後,容官f600ccのRPL'古

シャーt,に50 ccの海水を入れ はばIcclりl個体の割か ･で幼生を収容した｡シャIL/は室内の靴L

に仕切りを作りその中に入れ 水満水を常時維した｡飼育海水は3-5日に L回の割合いで取り扱 え.エ7

-･レ-シpソはおこなわなかった｡受精後3亡川 から摂点しておいた浮遊柾許 PhaeodalLylLLllELr･col･lL''･

/tJ171を給糾した｡併有期間中の水温Iil0月 L6-12◆C,llJl13-8oC.12月11-9●C,1月95-75'C{･
あった｡

結 果

1 卵からブルチ1-スになるまで (P)alelr･A.BC,lIトABC)

エゾJ{フソウニの卵 (egg)の直径は90y前後 (第1表)で虹色をしているが,キタムラサキウニの卵は

106J･前後でやや大きく茶色であるので,両老の卵は容易に区別することができる｡受納後,受柄張を含む

丁･L･l･I SIZROfeachstageoEtTlelarvae
sage 下 -L･r"ledt･=

: 監 ｣ ｢ 芸～～;≡
106〟

I s,"LLd･LS _∫
1 94′-108

FertllLZedegg

Pyramid

First
4' (fourarmed)
a sL"-a-n-J- L
j (引Xarmed)C.-Thlrd
- ｣空也し聖空三型
Jmagoalter
metamorphosIS

128
128-139
136
139-165
150

170-215

200-620

TestdlameLer.

Llt径はエゾパフソT>二で平均117LL.

キタムラサキウニで平均128Vであ

る｡この大きさは肘化するまであま

り変化しない｡桑実期 morulaを過

ぎると.割鮭 blasLocoelが発達して

くるが.ェゾ/くフソウニの方がキタ

ムラサキウニ よ りも広い上うであ

る｡新化按.凝旺期 blastuLaから♯

棚 gaStulaにかけては,エゾノミフ

ソウニでは細胞屑が薄く,円形に近

い形をしているが,キタムラサキウ

ニでは細胞居が厚く,雛 の原口付

は平らになって粟に似た形になって

いる｡両種共に蕪陳に連するのl土受
350-4CO_ 柄扶助時間前後であ る｡虹 には

対になった三叉の骨格が次界に発達
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し,形が3角形に変形するとJt;に,消化㌍管が形成され 口から虻門まで完成してブルチュースJyH)】uteus

に入る.このRll問を泡称 t=-ラミyド期 pyramldということがあるD受精後48時間く･らいで プルチA-ス

に逮する｡

2 第1期 (4碗)ブルチュ-ス (Ptalel･AD,11･D.lIl･D)

第1Jmプルチ1-スには後ET腕 pos10ralarm と前側腕 anterolateralarn が各1対合計4本の腕がで

きる｡後口脱は糾側腕よりも早く形成される｡

エ1//てフソウニの骨糾 上体仲 bodyrod,後に】将 postoralrod.前側梓 anterol.ateralrodおよび脱横枠

ventralLTanSVerVerOdのLlつの部分からfL:り.左右相称で対をなしている｡体梓はほとんど直線で.後端

部は般棒状にふくらみ,鰍 まない｡2本の体梓の先端部は接触するく.らいに近接しているので,プルチ>-

スの後端部は円錐状になっていることが多い｡経口柵 こは穴はあいていない.腹横枠は短かく,左右が接続

することはない｡
キタムラサキウニの休作は後端部で内側に矧illL.刺がfIJ.ており,ブルチ1-スの後端部は角はっているo

後｡梓には穴はなく,胞械掛 王良く発達し･l･火冊で按令している.キタムラサキウニにIiJゾ/てフL/ウニに
はない背走櫛 recurrerLtrOdがある｡節1Jyl7'/L,チ1-スは200u前後から発育して,最大600J,前後にな

るものもある｡ブルチ1-スの発育の速度は射 牛によって非常に変化しており,別の按会にあらためて報告

する予定である｡

3 第2期 (6腕)ブルチユース (Platel･E,】TIE,】11-E)

第2期プルチユースは1対の後背脱 posterodorsalarm が新たに形成されて腕の教が6本になるのが特

徴である｡後背fLIIposterodorsalrodには両税火に穴はない｡エゾ/(7./ウニの後背梓の後EJutlt英直であ

るが,キタムラサキウニのそれは二又に//1かれている｡この時ルJの大きさは5C0-700〟になる｡

4 第3期 (8腕)プルチュ-ス (P】ate7-B,1トFC,Tll-F)

第3期プルチ1-スは新たに1対の前11腕 prcoralarm が.できるところから,変態朋的までであり,後

繊毛准 posterLOrePaUletteの完成を境に第3ガIをぶ7mは後脚こJ'/)けるのが適当であると,LL.tlbれる｡前期で

はTlTJロ断ができ,背弓 dorsalarchができた後,前地毛逝 anter10rePtlulette,後繊毛敬の形成がはじま

り.ウニ脱基 echinusrudlmentが胃の左外帥こそって発育しだす 上うになる｡この時)抑こは休が比較的

透IyJで,rJl部網道が良く見える｡-ゾノミフソウニでは体得の後端部が千切れてしまうのが良くわかる｡級)m

に入ると繊毛粒がますます発達し.ウニ原基の発育が盛んになり,-#spmeや5仰の哲足 primarypOdJum

が次第に形成されてくると射 こ,体内に殻の一部が発達して検鏡しても内部構造が見えにくくなってくるQ

エゾバフソウニでは前繊毛掛 まあまり発達せず,わずかに弓状になっているにすぎない｡後口腕の左右の

先端の間隔は体長の半分く･らいであり,叉耕 pedlCelkrlaは形成されない｡一九 キタムラサキウニは肌

綿毛燕が良く発達し半円状になってくるQ腕の先端の間芦副i体長にほは等しい(･らいにEl恥､てくる｡3個の

叉鰍が体の外面に形成されてくる｡良く発達したプルチ1-スは浮遊期を通じて澱も大きくなり1mm前後

の大きさに適する｡

5 変態から産生移行まで (PhteI-C.F.lI-HT,lIIIG.H)

ブルチ>-スの体内にできたウニ原益が体表を破って宗汁J.する過程を狭義の変態 metamorphosISといい
数時間で終るといわれている｡変態したウニの体軸はプルチ3･-スの体軸に田角になっているO変借後もし

ばらくはプルチ1-スの体の部分がそのまま残って浮遊生活を就けているが,プルチュ-スの部分は次第に

吸収されて繊毛叢もなくなり.管足で進物に何耕して底生生活に移行するOウニのロ部や対になった管凪

エゾバフt/ウニの耳楽などは鑑生移行後に形成されてくるので,完全にウニの形になって,エサを取るよう

になるのには底生移行級数口を変することが多いQ変腿後のウニの殊や管足はしばらくは両種によ･p,てあま

りはっきりした相連はみられないので,このrt別yiの幼生は約33馴プルチュースの特徴で区別するのが便利で

ある｡変博したウニの殻径はエゾ′h'フソウニで320-355u,キタムラサキウニで350-400JJ位である｡

-ゾ/くフソウニの背走伴がないこと,脱t刺御 ミ接合していないなどの特徴は S droebaEh,e'tsIS(MoT-

teT･sen1898,Thorson'46).ノてフソウニH〃〃LCe′Ll,･ol,LSPL"I/Ee,-u",S(MorLenSen'21,久米'29,Onoda'36)
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と一致している｡一方,キタムラサキウニにみられる背光伴や.腹横枠が接合している特徴は S･′ranc,S･

CLZN,･S(Mortensen21,Johnson'30)と一致している｡i-ITl古のタイプのウニ病の成体は操が短くて.体巴は

緑色をしているのに対して.後七のタイプのウニ獄のLR体は淡がLきく,体色が禁色がかっているのIi興味あ

る市実である｡なお,ムラサキウニHeLLOCldL7'lH raSSLSP川α(Onoda'31)のプルチ1-スの骨掛土後口

梓や後背仲に穴が明いていること.体梓部の柵道が接雑であることなど,キタムラサキウニとは大きく異な

っている｡久米 ('29)は忍路帝で採集したプルチ1-スを同定して.おそらくムラサキウニであろうと述べ

ているが,これはカ･/バン席のプルチ1-スを見誤まったのではないかと思われる｡
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B.Pluteus】ntheth汀ds叫;e,693〃
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e anterlOrepaulleue

r. anterolateralrod

r bodyrod

a. dorsalarch

r. echlnuSrud]ment

ped･cellar.a

a postoralarm

da. posLerOdorsalarm

dr posterodorsalrod

e. posterlOrepau一ette

ド primaryPOdlUm

r posloralrod

ra preoralarm

I. reccurentrod

Sptne

I. ventraltransverserod
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北海道立水産筑験切紙告 辞12号 昭和45年3月

小樽市沿岸の禁漁区の-ゾアワt:'の生盾に関する2,3の知見

川 村 - 広 ･林 忠 彦 ･佐 勝 己之書

(北海道立中央水産筑致場)

高 野 睦 男

(小樽地区水産業改良普及所)

Ecologica1ObservationsontheAbalone,HalioLisdt'SCILSha7L"aiIn°,inthe

ClosedFIShingGroundsalongtheCoastofOtaru,Hokkaido,Japan

KazuhiroKAWAMURA,TadahlkoHAYASHT,Minokichi●●
SATOandMutsuoTAKANO

(FlokkLZldoCe7'lralFLSI'm PSEx〆′･tJILe,･TlLLSLl･LLO′.)

榊(0/arLLF'∫he'･yEェLel･SLOIL0/f･cc)

wcciLmedoutsomecco】ogLClllobservalLOnSOntheabalonell"lLO/.5dtSCLLSIztLn7Lu,,日日he

closedllSh】nggroundsalongthecoastoEOtarulnWllere■-､anyabalones､veretransplantedfrom

Okush･r日slandorUtastsueveryyear.

'nleresultsobta】nedareasfollows

I TheC10sedllShlnggroundscanbedlVldcdIntofoHow】ngthreetyl)eSbynatureoEthe

substratumasweHasrelatlOntOtheopenElsh】nggrounds:

TypeA(Takashlma)lSlSOlaledbysandybottom anddoesnotconnectwlththeopenf･shlng

ground

TypeB(Shlkum,Wakatake,Funahama,AsarlandHa'】usu)lSnotSurroundedbysands,

andcomplete)yconnectsw]ththeopenflShlngground

TypeC(Oshoro,BungataandHokkema).san.ntermed■atetypebetweenAandB.andpa-

rtlallyconn∝tsw■lhthellSh■ngground

Generally,productionoftheseaweeds)sgoodlneachclosedf.sh.r)gground.

2. ThedlStributlOnaldenslt■eSOftheabalonesandseaweedsvarywLthdlstancesfromthe

coastall･neTheboundswJthhlghde''S]tyoftheabalonescolnCldewILhthoseofrlChvegetal10n,

orextendalittlebe.vondtheboundsoLvegetatlOnThetransplantedabalonesaremoreabundant

lnlyreAandtypeCthanlntypeB Thenumberofbothtransp!anledandabor】g.nalabaionesln

everyreSearChedareas1to37and1310256.respectlVely.ThedensltyOfadultabcr】glnalabalones

ISproportionaltotheyoungones

3. 1mtheclosedf･shlnggroundsoltypeAandtypeC,theabalonesareusuaHylargeland

olderthanlntypeB Thosecharactersares■m■larlnbothlransphnLedaT-datxmg.nalones

4. ThenumberololdabalonesolderthanelghtYearS101daremuchlessthanyoungers,

andoldonesolderL1-antwelveyears･oldtireVeryfew.

5 TheshelllenglhoEaborlglnalabalonesreacheslo7,5cmat5yearsOld Thegrowth

+報文番号 A65 佐藤己之書氏は昭和L13年 12月22日死去
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oltransplanted L̀balonesbecomesfaster,andcomeneartolhaLoftheabor'glnalabalones.The

relat,onbetweenshell1cngLh(x)andbodywe一ght(y)oltheabor唱'nalabalones】nHokkemacan

besl,ownasy-o･1625x3,andthatoftlletransplantedoneasy-01680x3respecllVely

木下,8号谷 (1949)は日本船沿岸の泊および増毛産のエゾ7ワどなPj!火湾の有珠に捗如し.生息域所によ

ってJRF<が炎なり-jl珠では成戊が庵めて早いことを明らかにした｡また.木下 (1950)はIjT殊に移赦したア

ワt='の産卵による梢船もあることを確認しており.これらの筑取出柴が北海道におけるエゾ77t='移難Zlf薬

の科学的根拠とされてきた｡

その後,Llri和29年にはl戊F<の良くないアワビが大屋に生心する奥尻島が採護水面に指定され.海牛北海

nJ,本州各地に移舶)77桃inJとしてu17Tp'I'されてきた｡また,昭和41年以後には, 松前町,好都町歌発沿梓か

らも租アr7t='が川JI,llされるようになった｡しかL,北海道におけるエ′アワビの移雑効5Ftpこついては,その

徳,鮎奴ら ('68) のPJ!火衿軌-rJの出柵に関する報告があるのみで, El本海沿掛 こ関しては全く明らかにさ

れていない｡

小樽市の7ワビ汎姫砧は第1表に示すとおり.近年増加の仔l向を示し,昭和43年には約20トン,2,CO)

万円を越えており,アワビは浅海池井の放安な他種となっている｡小持前漁業協同組合では以前から77t='

の増鰍こ-))を入れており,昭和24年以後77t='の移殖B(誰を実施し,捗殖宜は昭和43年までに115万個体

に連している｡第2蓑に昭和38年以後の場所BIJ移雅量を示した｡小E3の場合,株7ワt='の放流場所は全て

長期同定禁漁区となっているた桝こ,移殖効果に関する姿料はほとんど幾められていなかった｡著者らは小

得市漁業協同組合の依掛こより.移耕および禁漁による7ワ

どの増舟効果を明らかにすることをロ的に.Z同和41年より

43年までの3年間に小樽市rJjの9カ所の禁軌 区 の 調査を実施
した｡この調査によって,禁漁区の環境の特性,地元および

移拙アワビの分布状胤 年齢組瓜 成長などについての知見

が得られた｡またこれらの知見に基づいて禁漁および移熱効

果について若干の考察を試みたのでここに報告する0

本文に入るに先だち.調#.の機会を与えられた小樽市漁某

協同組合および調か こ仏力していただいた同組合の職fl.令

地先の組合員の各位に感謝する｡

調 査 の 方 法

小緑I桁の禁軌区は如1回に示すように,忍路,文姉歌,ホ

Table1.An nualcatchesofthe

abalonelnOtaTu

year Iw(e&htIprLCe(yen)

ll.769 5,652,586

16,190 7.396.366

ll,553 6.8BB,COG

16651 11.521,709

12.269 8,807,513

15.544 13,鵬 370

19.476 19.279,665

18177 18,639.414

20.287 2机494,344

T･bl｡2 Anz-ualamountsOfthelrLlnSphntedabatones■neacllClosedfJSlnng
ground (numberof)ndLVlduals)
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∫▲L.p

F.'gI Brlefmap.showlngthelocat10nOfeachclosedEIShlngground

ッケl胤 視 軌 詫島.岩yl,彩ち浜, Tablo.3.Dlment10nOfeachclosedllShingground.

- ~ - I . _. :1 3J J 9.00)
竹,昭和42年6-7月に船駅,朝盟

および張碓,昭和43年6月に忍路,

文雄歌およびホッケ渦の各禁漁区を

対象として調査を実施した｡

各禁漁区内に沖出し100-200mの

メートルたわを張った調査線を1-

3線設け.10-50m間隔で1m幅内

の7ワt='を全数スキ1-J{滞水にエ

ロ採兆した.また.ホッケ潤,祝辞

46,0α)

13,5CO

49,300

100,000

60,CNXl
147,0α)
らll,OX)

朝生では機業区にも各1線の調査線を設けた｡採光した7ワt:'は生きたまま艇長,体iriを洲定した後奴のみ

研究室に持ち帰った｡殻の附着物を除去したのち.殻の内外にみられる成長輪から年齢と大きさのLkl休を榊

定した｡なお結城ら ('68)の報告しているように,地元で発生した7ワLごと移拙7ワビはJ成長度の蓮から生

ずる奴のIlrlIi!)の変化の状態 (地元7ワt:'は成長が良いので殻の外面が比較的なめらかであるが,移拙7ワL='

はlutI)がはげしい｡)から容易に区別することができた｡ また.潜水中に底質,海藻の生育状掛こついて大

まかな観察,記録をした｡なお,昭和41,42年の調査時にはその年度の粍アワビはすでに放流していたが,

昭和L13年にはまだ放流していなかった｡

結 果

1 各禁漁区のgt境の概要

ホyケ洞,祝沖.FES比の名詞#.鮫の肘 ;圭と水深,底質,海藻の生育状1iBについて第4蓑.第2回に示した

た｡これらの国表からも明らかなように各禁汎区は典なった国境条件を示しているo

庇風 操業区との関係からみると.F.■石島では砂浜地て脚こ3列の胎樵があり,禁漁区は操業区から完全に孤

立している｡ホッケ潤の禁漁lき.が申t肌 相側はほとんど砂浜でとり囲まれ 北側は港の防波堤に1ってさえ

切られており.筒路に次で閉鎖他が払い｡超路禁軌区はいずれの場所も距梓30m前後で砂浜になっている
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那,純側は一応稚澄区に持続しているが帆 ま狭い｡文雄歌,禁漁区では･IiA側および沖側は砂浜であるが,沖側

の砂浜までの拒岸は200mに連している｡しかし郎L;!100lTlまでは岩坂一転石上に砂をかぶっているところ
も入られた｡禁漁区の粥t軌三相潔l考に接扶している｡祝弘 行竹,船狭,朝里および張碓の各禁漁区では中一】

軌 沖側ともには菜区と接扶している開放什の強いところである｡粁竹では防波堤の外に3段のケーソl/那
入っており,他の禁池l丈.と皮質が異なっている｡

水深からみると文相tk. ホ/ケ潤対照区では拒梓200mで水探4m く･らトで遠浅であり, ホ-/ケ茄,t,!漁

T一bI●4 EmvironmentalcondLtlOnSOlsomeresearchedareas.
(Hokkema,ShikuとuandTakaShlma)

researchedarea depth substratum

O絹a,∃ ■｢⊃=■∋ 二｣ひ蒜'喜≡a,冒 OJr CrO⊂Lr> .iコ zp蒜'ぎ言え写 ⊂ ｢一誌賀 こく==､つE-E.U)D的L> OLb C3=⊇ 2rbga ⊂ ●~ロコ一

言t<_三石̀…号･-.1

ttl=P 喜̀≡.t} 9 -ち一つ霊 夢 ヨ■ロで l=ヨてlY 己名P雪 琵aA ⊂⊂
)く

Hokkcmn(open) 30100ユ50200 塞 】｡○○ ○○ 0-3030- 6060- 80l○ ○ ○ ○○ ○ i 〇〇〇

Shikuzu(closedNo.1) 20LIDloo3 :れ 2.03.58.0l14.4 0-200○ ○ 0- 2020- 60 ○ ○○

Shiku之u(closed No.2) 3)4060100 2.03.0LL6.5巨 -100 ○ ○II20-120 OEl
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.l,､1mPrlrorn<hA1'P

工山 】OOrTl

激 二

l
]
r
l
r

]lI@
傷

=ヲ宍才 ' Rn{L W . S … l 血 st.R.

F･g.2. DlagramatlCprOFlteOfsomelypIEledsea-bottoms.

区,祝軌 朝里および張碓では距岸100mで水洗6.0-8.0m凝lfE-である｡視稚禁漁区の距T.!200rnでは水深
14.3mに達している｡船浜では距岸100mで水深4.1m,200mで8.5mと比較的連枝である｡忍路の砂浜と

の境の水深はLIm以内であり,高島の暗礁の水深は上部で3m下部で6.5-10.0mである｡若竹のケーソン

は水深5m前後にあり,ケーソンをはずれるとすく･に10mに逮する｡

海深(節)の生育状態からみると,忍路,ホッケ洞,祝恥 朝生および張碓では距岸80m以内に生育して

おり,新郎では120mまで,文仙歌では200mまで生育していた｡若竹ではケ-ソソの上にホソメコンプが

JJi-I?JしていたoFも島では一番高い暗礁の上部にのみコンプが生育していたが,暗礁とII削(!葦のrH柾はコンプそ
の他の流れ秘が多Iriにたまっていた｡全体を通じてアナ7オサ,ホソメコンプ,ホ./〆ワラ軌がBrlL的に多い

秘瓢であったが,文Eli歌ではコ1/ブが少なく,エゾヤ/､ズ,スガも ホンダワラ軸が多くみられた｡祝恥
朝盟および破椎の禁汎区では他地区に比較して海藻が少ないようであった.

2 7ワどの分布状態

弗5表に拒岸Bu,大きさ別のアワt='操典個数の例としてホyケ7胤 祝恥 高島の場合を示した｡

7r/t:'の分布の沖側の似非は文畑乱 視iIF!禁漁区およびホッケ汎称鞍区では距岸200m付近であるが,砂

8-tの近い忍路では距梓30-40m しかなく,他はほは100-150mである｡ また分和の陸側の限卿ま0-20m

付近であり,一般に低潮級以淡にはアワビの分/lfは認められなかった｡

分布襟度の比較的高い範Luは祝満 朝里および張縦などでu距梓40-loom (水深2-8m)のところであ

り,文Eli軌 船浜禁漁区 およびホyケ珊対.lFiJ左では各々100-200m(水深1.8-43m),80-140m (水深

3.5-7.0m),40-160m(水深 1.5-3.2m)とFl圭から遠く,水深が淡くなっている｡ホッケ澗禁漁区では拒

岸5-40m(水深 10-3.5m),忍路では距ji皇10-40m(水深 l.0-4.0m)に集中的に分布している｡高島で

は暗礁の下部で劫cmの仰のところに王riなり令うように7ワt='がilは っており,暗礁の上部には少なかった｡

海藻の分和場所とアrJt='の分IJFJ密度のT:い､ところは比較的一致しているが.7ワt='が海藻より若干沖側まで
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Tabre5 NumherofcollectedabtlloneslnSOmerCSC.lrChedareas

(TlTokkemzL,ShlkuzuandTakasll】mn)

Hokkemll(closedarea)

Slllkuzu(closedareaNo1)

Shll【uzu(closedareaNo.2)
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Shlkuzu(openarea)

｡洲 3 巨 1 5 r 6 17 1 8 1 9 l lO 巨 1
40 - 60

60 - ユ00

100 -･120

120 .- 140

140 ･- 200

total

Takashlma(closedarea)

3 1 4 1 5 1 6 1 7

-H l日 12(8,･(13,L19(2,1u(2,
SL ･shelHength

D.C, ･dlstancefromthecoast

( ) transplantedabalone

Tab1●6 NumberofcollecLedabalonelneachresearchedarea.

aboriglna)abalone transplantedabalone total parcentageoftrar)splantedabalone(形)5cm in largenthan5cm inshelHength

Oshoro (closedNo.1)〟 (No.2)N 80831155037ll142 1813202981322217099118171672025 17181221120381218 4331 39.558.0

〟 (0.3) 40 30.040.8

分布していることが多い上うである｡地元アワビと移殖7ワt=lの分布域所には大きな相違は認められない｡

各調査巌のlx20m当たりの密度は高度禁漁区133個体,ホyケ澗禁漁区119(臣岸0-20m),ホッケ

油対照区109(距岸60-80m) と高密度で100個体を越えており.忍絡.祝批 張維禁漁区で30-40個体
のところがみられるが,他の禁漁区では20個体以下の水準である｡-般的に閉顔性の強い禁漁区ほど密度

が高くなる快向がみられる｡一方調査線当たりの個体数 (第6表)からみるとホッケ澗対照区268個体を最

高にホッケ潤禁漁区182個帆 高島禁漁区133個体,祝辞禁漁区98-104個体のXiとなっており,他の禁漁
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区は60個体以下であった｡祝沖,朝里の対照l享の個体数は禁漁L左の60-70%で少なくなっていろ｡ホッケ

澗対照区は恥禁汎区として瓜超されているのでアr/t'が多くなっている｡

移殖7ワどの調礁線ごとの採iJ壬個体数とその割合いは第6表に示した｡月並時にその年庇の櫛7r7ビが放

椛されていた祝川以'i4iでは移机7ワどの数はfB払禁Al*の37個体が最も多く,砺Gft禁折l区界1線21仰柵 ,

祝経歴軌区抑2線,初犯禁汎区12個体で他は10個体以下であり,移姫アワビの全かこ対する捌行いは■F,a
也,新訳,朝里および淑碓禁孤区ではほとんどの助令20-40%の抱卵にあるが,祝沖では10%riTJ後である｡
調悲時にその年度の郁7r/どの放流されていない忍路,文月蠍 .ホッケ潤では.移殆アワビの数は支川歌折
2線の7佃体を除き12-28個体であり,祝押以 王̂と比較するとF.●.1油 を除きかえって多くなっている｡移穀7

ワどの割合いは忍路30-58%,文畑歌35-LI0%で弟▲汚く.ホyケhJJは16%と低い｡内釜綴当たりの地元アr/
t='の個体数の変化の犯跡土13-252であり,移雑アワt='のそれは1-37で少ない｡

77どの分布秘所にJ:る大きさの変化は餌月圭からも水深からもはっきり認められず,大小のアワビが混在

しているところが多いようである｡しかし,禁漁区に上って鮫皮の長大(L如ま変化がみとめられる｡芯Ll)焚汎

区が最も大きく艇長11cm台であり,文飾 臥 ホッケ潤,船浜では10cm台である｡他の禁軌区では殻長10

cm以上の個体はみられず,祝恥 胡乱 張礁などでは敷浪75cm以上の個体は少ないところが多い｡移雑

月の殻長の瓜大値は同一地域では地元アワt='よりも若干小さい解合が多い｡

各調査線の地元アワビの放r<5cm以下の7ワビと5cm以上のアワビの個体数の関係 (第6未)をみる

と,艇長5cm以下の7'ヮどの多いところでは殻長5cm以 卜の7ワt='も多い悌向が認められ,ホッケ潤対,rW.

区では31 221一ホッケ澗禁漁区では22 132となっている｡祝沖では5cm以下が15-22で,5cm以上は

44-77となっている｡高島では5 91と他地域と異なって

いるが,アワt_'が最も大型であること,殻長5-6cm 台が

多い特徴がある｡ 他の地域では殻長5cm以下は10以下

で.5cm以上は30以下であるところが大部分である｡ 祝

軌 朝里対照区で殻長5cm以上の7ワt='が禁漁区に比較

して口立って少ないのは,漁獲の影幣によるものであると
考えられる｡

3年 i;組 成

各禁漁区の地元アワt:'の年齢組成を第3図に示した｡各

禁軌区の調査年度は異なるけれども,長年禁漁になってい

るにもかかわらず,年齢組成は地域によって非常に異なっ

ている｡

忍路では4年只が36%で長も多く.6,7年只は2%以

下IC8年以上の只はみられない｡

文仰臥では 1年から8年まで各'LF10%前後で平均して

おり.9年只は5%で10年以上はみられない｡

ホッケWJでは4年只が23%で粒も多く,年と-jt:-に減少し

9年只までみられる｡

祝fltでは3iFjlが3B%を占め5年只以｣-(ま15%弱で9

年以上の只はみられない｡

7.7)uJでは4年且が25%で瓜も多く,年齢と典に減少し

11年只までみられ政も謁齢のJlがみられた｡

若竹では2年只が55%で多く,6年以上の7rJどほ採典

できなかった｡

船浜では6年只が35%を占めて多く,2年以下および10

年以上の只はみられなかった｡

2 3 4 5 6 7 8 9 】0 1

人g■

Fi93 AgecomposltlOnOrtheabor1-

gtnalabaloneslneachclosed

flSlllngground.
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靭Il互.碗俳では2年から7年までの7ワt='がみられ

2年から4-5年まで20%前後を占めめているが,それ

以上では減少している｡

一般にm耕作の戦い三.禁漁区で(.Ji.1齢の7r/亡が多い節向

が どしいが, これらのところICも7-8年頃から械少し

10年J:ILのflはまれになっている｡

全品太地から採捕した捗錐只から抄紙時お1び調査時

の年齢を推定してそのW を示したのが妨 4回である｡
移赦時の7ワどの年lかま3-9年の峠があるけれども,

4-6年9.で90%近くを占めており, 5年只が濃も多く

44%で,平均鰍ま55年である｡一方,調査時における

移新月の年fBlま3-14年で 6年月が長も多く25%を占

め.9年以上になると赦減している｡

5 b I 8

JL+

次に各禁漁区の移鵜アワビの移範後の鐘過年数別の採 F･94. Agecomposltionofthe

典個体数を弟7謝こ示した｡調査直前に移瀬している祝 transplaJltedabalones

津以東では,移殖血後の7ワビが各地火に多い｡若竹,朝里,範眺などでは移澱後2年以上のものはみられ

ず.新前では2年まで,秋作では3年までみられた｡化仏では抄紙按の捉過年数が長も長く,8年までみら

れた｡ しかし,移殖厄後の只の21個体に対して1-8年の仙ま16桝Itにすぎない｡忍絡.文雄歌,ホ-/ケ

潤で11秒雑後4-5年までの只がみられるが,各地共に柾過年数とjいこ個体掛王減少している｡各禁漁区を

通じて,地元7ワt='の年齢の若い禁漁区では,移難後の経過年数の良いアワビがみられず,地元アワビの年

齢鰍戊の古いところでは移殊後の経過年数の長い只が多い帆如 '嘲1削こ艶められる｡

Table7. Number｡EtT-anSptanLedabaloneslnCnChresearchedarea.
passedyears

‖W3,
0 1 1 1 2 1 3 J LL 1 5LJ｣81竺
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Tabl･8. GrowtholslleILlengthOftheaborlgLnalabalonem eachclosed
flshlngground (】naverage)

4 成 長

各禁漁区の地元7ワt:'の年齢と大きさを第8表に示した｡成長

度は地区によって大差ないが,文雄歌,ホyケ澗などでは若干成

長が早い付i向がみられるO いずれの禁漁区でも殻艮75cmに連

するのに5年を要している｡

移稚貝の殻長は平均65cmであり,移殖後1年では平均夜長7

30cm,2年で808cm,3年で873cm,LI年で92BcLnであり,

場所によって大差はないが,文序歌,ホyケ澗などで若干成長が
芸 '̀?L i # ･

早いようである｡ ĝe

次に移殖時の年齢別の移雅俊の成長 (小村市全体の平均他)を F,95 G,owLhcurve｡fthe

第5図に示した｡ これに上ると,移池畔の年齢がLl～7年の範四 transplantedabalone

では移殖後ほぼ同じ成艮曲線を示すので,若いほど早く大きくな )∩dLEferentages

ることになる｡

第6回はホyケ洞 の地元77どの放良と体証のE姻係を示したもので,y-01625Ⅹ3であり,移殖77t:'の

それはy-01㈱ Ⅹ3で示すことができる｡

ホ･/ケ潤の地元アワビと機アr7どの歌棄ICの殻戊,体frfの成長を BertalanEEy('38'49)の成長式に当て

はめると第7回のようになり,成良のzYLlが庵めて大きいことを示しているoなお,小馴こおける移赦後の成

長はL(I)-ll99(1-e~0183(い=7)),W(I)=289(ト e-D･182(LH17))3で示すことができ,移軌こよって成長

が良くなることは明らかである｡

考 察

小終市の7ワビ禁恥区は地形からみると,祝軌 若竹,船浜,朝里および張経など挫某区と連続している

朗放性の敬いところ,文雄歌のように遠浅で片側だけが遡炭しているところ,ホッケ胴や忍路のように周囲

の大部分が砂に囲まれているところ,高島のように完全に砂浜に囲まれた晒附こなっているrm鎖的なとこら

など変化がみられ これが各禁漁区の7ワどの分布状態の変化とも関係が深いと考えられる｡

1回限りの視査結果から7ワt:'の分布の特性を明らかにすることは困難であるれ およそ次のように考え

ることができそうである｡7ワビは岩礁性の生物であるから周囲に砂泥地があれは (忍路,7rdTJ.'LITL:ど)ここ

が当然分布の境卯となる｡また,沖合いまで岩礁 転石がある場合には,遠浅の地域 (文姉歌,ホッケ郡J対

照区など)の方が海藻類の生育範囲が広く,7ワt='の分布範BfEも広いgl向がある｡銅盤した峠伽こほ7ワti'
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Shlllt●巾L

F.g.6. Re!atlOnbetweenshelllength

andbodywelghtoEtheabo-

r唱InalとIbalonesatHokkema.

+-I---づu1-flILlJLはbl- YL1 2)Jne -'J-

F'97.GroWlllCurveOftheabaloneat

HokkemaZln(lUlaSutSu

のrG度の高い部分は海藻の生や範四よりそれほど寺･は で拡がらない｡しかし,東伯 部でアワビの襟度の砧い

ときには (祝稚禁漁区,ホッケ渦対照区など)海謀のJJipfr範Lqを越えてかなり沖脚まで分布が広がるようで

ある｡祝辞禁漁区では水探143mでも7ワtIがみられたが,｣ヒ海芯でのエ/7r/tl'の生息水深の記穀で最

も疎いものは中島,柿('55)に上る奥尻島の育苗と基TLP_瓜の中l岩】の水謙20mであり,戸井村の17m (斉藤

ら'66)が次の記録である｡川村.林 (兼先h)は'68年古平町の水深17mで7ワt:'を採集しているが,こ

こはさ泉放建地.6.に近く.自然の生息状憩を示しているかどうか疑rLfJである｡
77t='の生Ll街皮は一般に閉新性の強い禁漁区で拓く,PfI放性の強い禁漁区で低い憤向を示す｡しかし,

開銀姓の強い禁漁区では漁場が狭いこと (ItSEb.忍柊)も多いの{･,沿岸線当たりの生息数はかならずLも

密度と-鼓したい｡沿枠線当たりの生息個体数は移和7ワビでは開銀性の強い禁漁区で多い煩向がみられ,

その変化の幅は小さい｡地元77ビでは地域的な変化が大きく,また.寂長5cm以下の7ワt='の圭の多い

ところはどな長5cm以上のアワt:'も多い帆句が認められる｡ このことは禁漁区によって,推仔,若齢群な

どの補充群のTIJ.現条件に差があり,それが禁汲区の地元7ワどの密掛こ弟を生じさせる一つの理由であると

思われる｡一方,アワビの大きさ,年齢からみると,閉鋲性の強い禁漁区ではアワt='は大型で㍍齢のものま

IC･みられるが,開放性の献い禁漁区では逆の別毅がみられるoこれは地元,移机アワt:'に非遜している｡以

上のような離象から,各焚軌区の7ワt='の生血丘の大小は,現状では移殖アワt='の見1りも地元アワビの瓜

にl場味がある幼合が多いと考えられる｡底生以後の椎仔,若齢群の生活場所,糾料その他の生活条件に関し

て,結城ら ('68.'69)に上って位牌町,奥尻島で.君田 ('69)によって礼文砧で研究が始められたはh･り

で十分には解明されていない｡これらの地域では推仔,若齢群は成体と異なる場所に前襟度で生,Liしている

ようであるが,小得では大小の7ワt='が一緒lこ分布している場合が多いのが経口される｡しかし,uEJ放性の

強い禁漁区では移耕7ワt='を含めて,一定の大きさになるとアワビがみられず,禁漁区外に移動してしまう

のか,あるいはEl然死亡してしまうのか不明である｡これまでに調査している船泊 (青#ら'65).散発 (斎

謙ら'66),北桧山町 (斉鹿ら'69),奥尻島 (斉#'65).松前町 (斉蘇ら'69),戸)F村 (斉藤ら'66)の各地
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の年齢組成をみるといずれも10年以上のアrJビはほとんどなく.7-8年から急激に減少しており,小梅の

場合と同じ仰向であり,エゾ7ワt='ほ10年前後の寿命である可使性があるOまた.7-8年ごろから自然減

耗が多くなるとも推定されるけれどもその実掛こついてはこれまで明らかにされていない｡椎仔,若齢郡の

生活と紺充の契機を朗らかにすることは,アワビの発育段m,生活周期にともなう移軌 減耗の究明と共に
今後に残された盃架な研究加越であろう｡

小樽市の禁汎区の7r7I:'の成長をこれまでの記錐と比較すれば.女)Jl,牡鹿 (酒井'62),戸井(斎藤ら'66),

血柵(結城ら'68),小E,lJ(斎藤'69)よりは逝く,奥尻払(斎#'63),船泊(斉藤ら'65).散発 (斎藤ら'66),

北桧山 (斉藤ら'69),松前 (斎藤ら'69)よりも早いようであり, 日本海沿岸としてlまLR長が良い地域であ

ると考えられる｡移錐7ワビは地元7ワビにはは近い成妓庇を示すので,移掛こよ.,て成長が早くなること

は確輿である｡

7ワどの移拙効巣は拶縦したアワL='を成艮させて移難範 (または移頼経沖)よりも多くの数且 (または生

産金網)を中軸け ることと,移池月からの先生による補充群の棚 Ilの2つの面から考えることがで きる｡

第1の効架は移雛アワビの成長速度と再ifri革や移狐疑出と生産価格によって決定される｡これらの要素のtll

で,再輸率に関する報告がほとんどなく,移桃効果が判然としない理由の一つになっているO

小樽市でq)移稚アワビの成長度からみた移殖丑に等しい丑を漁換する再拙率 (単年度で)を移机年齢別に

示したのが第8回である｡孤独する大きさ (毅長75cm以上)に適したときの重量の増加率は若いアワビ

はど大きいから,市棚率が低くても良いのは当然であろう｡しかし,7ワt='が小さいほど移難時の韮量は少

ないので,経済的に移郁効Ljtを上げるためには当然より高い再描率を必要とするであろう｡現在の平均55

年では移殖後2年で50ro以上の再揃率がなければ移雛効果は上がらないことが計罪によって推定される｡

移粒7ワどの再輔車は主として移祉只の生存率,池場からの退散の状鼠 改姓の難易 (海の透r91度,軸底

地形,海藻の繁茂状膿その他),漁獲努力などに1って決まると考えられる｡ このうち.最も重要なのは生

存率であるが,移殖7ワどの生存率に関する資料は全くないといっても良いほど少ないo小鰭の場合には,

移殖後年数を経過すると共に関銭的な禁漁区でも個体数が減少すること,年齢組成からみて8年ごろから激

減することなどから,移殖後次紗こ生存率が下がることは明らかであるが,その実態は不明である｡しかし

ながら.長期間禁漁して7ワビを全く再捕しないと,多くの移赦7

ワt:'が自然死亡してしまう場合もあると推定される｡

禁漁区からの移殖アワビの退散については,アワビの移動に関す

る知識が不十分なので明らかでないが,開放性の禁漁区と閉鎖性の

禁漁区のアワビの分布状膝の相違からみて,漁場の粂件によって相

当の変化があると思われる｡また,禁漁区から操業区-の移赦アワ

ビの移動が汲掛こ及ぼす彫廿については全く不明である｡

移穀見からの2次先生による増掛こついては木下 ('50)が布殊で

確乾して以後,結城ら('68)の盟輔での調査船荻にJ:hは,漁捜物

の60%以上は2次先生によるものであるといわれており,移殖によ

ってアワビが新たに生息するようになった地域では2次発生に上る

神勅が主賓な役割りを果たしていると考えられる｡小樽の場合には

地元アワビも多いので,2次先生による効果は全く不明であるが,

捗雑アワビを放流した%L所にすく･に幼稚仔が4,くなるとは限らない

ことは今回の13,I,]悲結梨からもnJJらかであろう｡

結論的にいえば,小村管内でアワビの移細効iLさを上げるために

は,移赦切所は海洋などの郎料が盟73でアワt:'の成長が良く,7ワ

t='の採納が容易なところとし,耗掛iあまり高齢 (6年以上)なも

のをさけ,移拙後殻艮75cmに達したら僻次採捕して再捕率をで

きる限り高くしてゆくのが良いと考えられる｡今後,禁漁区や移頼

㌔ ..

~､､ 3
■一一■■●-■一････一●一･･一一

)'･Ld _teJrSZLtltHr▲｡叩l▲nlJLtlやq
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recupturedabalonewLlh

transplantages.
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効火を1り典体的に明らかにするためには,7ワt='の生活の実体,柑こ幼稚仔の生活と補充,発育段脚.坐

ml,別抑こともなう成免 移動,減耗TL:どについて統一的に研究することが必要であると考えられる｡

摘 要

l 小粋市管内の-/ワt='の禁漁区は忍絡,文雄軌 ホ′ケ潤,祝沖,高島,若竹,船汎 朝里および破純
の9カ所あり,これらの禁漁区は長期固定禁軌区として海牛健7ワビを移赦してきた｡この禁漁と移雑効n三

を明らかにする[l的で昭和4L～43年の3カ年にわたり調査を実施した｡

2 禁漁区は地形からみると祝批 若竹,齢折,朝里,張碓などの操業区と連続している開放性の憩いと

ころ,文締歌のように什側だけ連続しているところ,忍路やホッケ渦のように周閲の大部分が砂浜に囲まれ

ているところ,.･;.;柚のようにjL.全に抄訳にかこまれている関節的なところがある｡全般に海藻の生育状態は

良好であるが,祝日!.胡坐,碗鵬では他他xに比較すると岩ヨ良くないようであったD

3 7ワどの分布rG皮の比較的拭いところほお並の生Iff他抑勺か,それよりも若干沖側までの場合が多い

那,禁漁区によってzYttが著しい｡移始7r/どは一般に閉朗性の威い禁漁区で多く,開放性の禁漁区で少ない
較向があるが,そのiYLは地元7r/どに比較すると少ない｡地元7ワt:-の分布丘は若齢7ワどの分布量にある

程度比例するようである｡

4 閉董創生のFBiい禁軌区では芯齢で大型のアr7ビまで生息するが,開放性の強い漁場では高齢の7ワt='は

非常に少ないOこれは地元 移触アワビにjL=皿している｡

5 地元7ワどの年齢組成からみると,六■石齢仰の多い閉餅1′Lの敵い禁漁区でも8年以上の月は少なくなり

12年以上の只はみられなかった｡移府ア,/t='の移机時の平均年齢は55年で.移穀7I/L='も8年を過ぎると

ri'政に減少する0

6 各禁汎区の地JC7ワビが殻艮75cmに)垂するには5年をBiLする｡ 移雛7ワビは移机幼所のアワL='に

近い成長度を示し,また,倦殖年掛こよる成長曲鰍 1同一であるようである｡ホyケ端の他JCアr/どの体重

(y)と放艮 (x)の関尉まy-01625Ⅹ3で示され,移姫717L='のそれは y言0168x9で示される｡

7 小村市管内で77どの移殖効果を上げるためには,移殖場所は縦花などの桝料がiyIJLTでアr/どの成長

が良く,7ワどの採揃の容易なところとし,稚苗は高齢 (6年以上)のものをさけ,移稚後激浪7.5cmに

過したら仰次採柿し,市浦率を高くする必要がある.
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海 藻 の生体 活性 と晶質 との関係

第 3報 コソブの生体活性指標 としての TTC還元反応の利用について (1)

佐 藤 照 彦

(北海道立西畑水産筑玖切)

On theRelation BetweenVlabllltyand Quality jnMarineAlgae.

3 0ntheuseofTTC reactionasav)abllLlylndICatOrfor

Lpmil'nriLlJOPlu'caARBCIl.

TeruhikoSATE)

(HokkaidollakodateFlsherleSExpe一.meJltalSlat10n)

JLwasexam.nedthatthequantllELtlVedeLermlnat)OnOEtheEormazanproducedfromthethalll

ofLa"〟,･arzaJapont'a.ART;SCHbyanoptlCalden51LyrneaSuremen(at490mJ▲alterextractedlt
withLoluene

TheresuhsobtalnedtIreSummarlZe(1ilSEollow.

ユ Thal】■(corkborerswLlh15mm ■一一d■ameterwereusedassamples)wereH一一mersed Jn

asea･waterw･chlnCLudlng02% rrC (2.3.51trlphenylteLrazol･um chlonde)solut･on･ltflrSl.

i.ndthentreatedllunderacondltlOnOLreducedpressureand■日unlllat■ngbya100wllttbulbln

30oC'stemperaturefor2hours.Aftertheredpigmentousformazanproducedbythereduct･onwas

extractedwlthtoluene,anopILCaldensltyWasdetermlnedat490mJ･～

2. soれedlSCrepanCieswereFoundlnTTCreductLOnbythedlfferentpartofathallus.by

habJIaLsoE(hal).,byages,aswellasbynormalorabnormalforms.

3. TheactivLtyOfforma2anproductiondecllnedwhenthegradesoEinjurycausedby

artIELCia日ywereincreased,Consequently.ltCanbesaythaHhedec)lneOfactivltyrelatesslgnlEi･

cantlywlththedegree 0flnJury.

4. ThesaldquantltaLIVefelatlOn,therefore,seemstobesupportthevalldltyOfTTC test

fordescrlm.naLLOnOfinjurylnLamI,ZLZrlaJLZ♪0〝LCaAJLESCrl･

# t

コ./ブ生休におよはすC]燃,人工.環境要囚の影珊およびコンプの利用bll工上上りの.鮮度と恥品晶質との朋

帆,,t,f3芦と保信方法との鵬 を研究するにあたり,榊 の生体活性を知るために･生化学的テクこyクとし
て尾形.駒木らが7サクサノリ, ヒトエクサおよび7ナ7オサ組級の生死陣r&反応指標に TTC(23･5

8)l)
･trLPhenylleLrazOllumChlor)de)を使いその還元反応に1る方法で良総力王をfひている｡老来はさきにワカ

メに TTCを用い生死･障害反応指ほとしての可能性について検討した｡ワカノの陪審奄庇および生死の判

別は,TTC産元能力の強弱,-jf無とはLi'平行にみられ これらよりワカノの旭全一博省一死滅の昆過の変

化を知ることができたので,同じ裾話柄であるコンプについて障害奄度および生死の判別の可能性について

●報文番号 A66
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誹 的なff料を縛るため,TTC松波に上る菜元性物質生収射やの検討.マコソブ (LLHlJlnanajapo77EIEa

ARESCZl)の兼休部仏 黄体BIJ,生育gS所別,正常 ･奇形別および人工的に陣鞍をあたえた場合などにおけ

るTTC還元他力の変化について検討を行なったので, これまでに得られた長一.娘について報/lyする｡

杖 験 方 法

1 TTC溶掛こ上る還元性物2(生成条件の検討

使用するTTC溶液の雇元盃は,生成した formazanの吸光齢こ上って相対的に知ることができろので,
J)

ワカノについて行なった31:扱法に準じて検討した｡

(1)TTCit度と反応時t;Fl

当水駅'k時政上げ海水を用い,あらかじめ活性炊(I(カg/I)で沖化したC.純水で稀釈して50%海水汝度と

し,TTC海水漉鹿は02-04%,照明 (100wt柁球を用い.18cmの謁所J:り照明)およびP悦 (稲子7

スビレークーIkJ用)を行ない,30oC.{･1,2,3時間デシケーターrF'で反応勉艶を行なった｡反応処理後氷酢酸

を加えトルエソをもって還元生成物を紬HJ,L,抽LLJ.浴液の吸光度郎1線について4gOmJ.の吸光度をもって模

附した｡

C2Jマコンブにおける還元生成物の吸光度曲線についての検村

岡一条件で行なったワカメおよびコソブにおける環元生成物の

400-6∝)myにおける吸光度曲鼓を比較検討した｡

2 コソブの薫体部位 ･菓体別に上るTTC吉元能力の検肘

1.2年生マコンブを用い葬体部位 ･兼体別に1るTTC還元能

プ｣について倹肘を行なった｡

材料 ･1咋生マコンブ (ユ968.ll5.1969,616および96採

At)

2年生マコンブ (1968.ll13子燕は形IkL,1969723採

#)

材料のうち.子♯妓形成2年生マコ./プの駄科採取部位は第1

回に示す｡

3 生育幼所別よりみたTTC題元帳))の換肘

函館市大舟町,函館漁港内外において AB.C.の各地点より

1年生マコl/プを採雑 (1969721)し供試材料とした｡各地点

の選定特徴としては (弟2回を鮒)

A地点 :防波姫外側

B地点 :防改段内側,睦月圭より#れている

C地点 ●防波堤内OlI,陸相に長も近く,小下水道注入口付近

4 正常 ･奇形別におけるTTC還元能力の検討

両虎市｡占有地区 (1969723採典)において,森泉マコソブに

奇形が多くみられたので,同一物に着生し生育している2年生正

常マコ-/ブと奇形マコンブについてTTC還元力を謝足し検討を

行TL:った｡供訳コl/プの形態は図版 l参.Em.,薬)違･誰輔および釈

料の採取部位は折3回に示す｡
1'unch川gFK,8'l■on ト4】AIJ)

5 コソブに人工的に障鞍をあたえた場合のTTC還元旭))の変 UnLL Crn

化の検肘 F,91 Thesampleformandpu.'ch･

u l年生マコソプ (1968ll5操典)をポリ掛こ葡封あるい lngposLtlOn (2･years･OId L

Iま海水小こ浸鎖 (19696.16採光)し室iuに放粧した場合また, Ja♪0,1･caA且ESCd.)
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海水中に浸沸して5'Cのストッカー中に仮親 (1969.ll.5

採水)した幼介および2年生ITコソプ (1968.ll.5採典.

試料採取部位は妨 1回参桁)をポI)袋に密封してスト･/カ

ー中に操業,採集日掛こ上るTTC還元能ノ)の変化につい

て検討を行なった｡

(2) 1年生マコソプ (19696.12採卿 採難後.約2時 '.〟...ト.～... /

r;1'J推雨にさらした切合のTTC還元億力の変化について検

討を行なった｡

(3)海水i*度別に保護した場合.コソプの生体活性にあ

たえる影書について1年生マコ-/プ (1969.9.10採集)杏

材料として検討した｡すなわち,純水を用いてお水i*度を

100,90,80,70.60,50% とし,共役広口硝子瓶を使用し

てコンプを世乱 射合い温度の影響の少ないように2-5●C

のストッカー中に陳鼓し,海水決定と保麓口数に上るコソ

ブのTTC茂元能力のa:化について検討を行なった｡

本研究にあたって材料より試料の採取は.新鮮時あ

るいは陣苫をあたえた後,一足の部位よりコルクポー

ラ (由径15mm)を用いて採取し,50%稀釈海水IC･洗

楓 油紙で表Tffiの水分を除去してTTC還元反応丸理

を行なったDなお,吸光度にコソブの含有色米の影子守

を除くために.TTC還元生成物抽LLJ.液の吸光度より.

TTC還元蚊は､をTJfJ:わずに50%海水でr'司一糸†′l･(m
r9ト粒度 ･排気 ･El馴")で処理した対1艶油日J.液のri'ト
波)i(mJ▲)での吸光&-を良し引いて,還元生成物の

正味の吸光度をbLJl足した｡すなわら,490mI▲における

正味の吸光度をもって還元能力を検討し.新.A.TE峰にお

ける吸光度を基部としてTTC還元能ノ)の畝 弧 変化

の才i射こついて検討を行なった｡使用滑伽1.n止
101形分光光正計お1び124形分光光度言t(QPDS一記

Fig.2.AbrlefnZLPOEHakodateFLShlrLg

poTt.ShowLngtheplaceswherethe

sampllngWeremade,

録計付)10mmガラスセルを用いた｡ .〟 ,_.__._ .

結果および考察 Fig･3･ThesarnpleLornandpunchlngPOSit-

lon(cultured2-years･oldi.JOノわ,･･co

1 TTCや掛こよる還元性物質生成粂件の検討

川 TTC濃度と反応時間の検討

AkESClT.)

ソプの足元反応にji当なTTCi*度と反応時間について検討するため.50%稀釈海水に0.2%および

T-bl･1 RelalLOnOftormazanproduction(optlCaldenslty)ofthaHltO
varledTTCconcentratl0nSandtlmes.

TTCconcentratLOn

op=cal(lel1Slly＼ - Tlme(hrs･) 2 1 3

Optle=Ll(lensltyat490mlJ I o.331
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o･l%TTCを添加し.それぞれ宙液を作淑し▲供託

コ-/プを用い,100wt花球で頗明.排気,30'Cの条

件下で1,2.3時間反応を行なった｡反応挨磨砕し米 ..
酢酸を添加後ト/レエ-/にて抽出,遭批上澄液の490

mJ･における吸光度を滞定した｡そのたRは妨 1袈 日
のとおりである｡

これらの鹿央よりみると.マコソプにおけるTTC o5
●l11

反応条件は,ワカノのTTC還元反応条件と同様に

TTC波度02%,100wL凧Ey],排気,301C.2時間

で十分と思われるのIC･.本条件をもってTTC還元
能力の検討を行なった｡

(2)マコソプにおけるTTC還元生成物の吸光度
Ehl奴の検討

400～6∝)mJ▲において, コ-/プのTTC還元反応 .E
物の吸光度曲線はTTC反応を行な.,たものと,対

照 (50%海水を用い,TTC反応せずに同条件で丸

理)とでは相似的曲浪 (妨4回)を示している｡題

元生成物formaZanの長大吸光度は490mJ▲にあり,

ワカメの場合TTC遵元反応を行なった抽HJ.液の吸

光度Lul緑をみると,還元生成物によるt='-クが490
mIA付近にみられるが,マコンブにおいては同波長

付近で明らかなピークはみられず平坦あるいはゆる

やかな曲線部がみられるにすぎない｡しかしながら

TTC還元反応を行なった｡nil,FEi液と,反応を行なわ

ずに同条件で処理した抽出液との同波長での吸光度

を比較すると,その題は明らかにみられ490mJ▲付近

での両者の差,すなわち正味の吸光度を測定するこ

ー■●IrL′- 1･S. }

--･○･一一-

pLrLEuLEIdeSTIR.L,.JdPmCAARESCtl
FJ94 AbsorT)110nCurVasoftoLuene-extracts
fromTTCllrctLtCdi.)apoTtlCa A RBSCJT
andU･p"wLat･/,daSUB

(∋ OpllcaldensltyOrextractsFromTTC
reducedthallus,asblanktoluene

◎ 10pL■caldensltyofextractsfromthallus
samewlthaboveabutwlthoutTTC,
asblanktoluene.

@ :OpLlcaldensitydeducted@ from0.

とによってTTC還元能力を倹討することが可能と思われる｡

2 コソブの菓体部位および黄体別によるTTC還元能の検討

(17黄体部位に上るTTC還元能))の検言寸

1,2年生マコソプについて兼体各部位に上るTTC還元能力について,490mJ.における吸光度を滞定した

括条は第2表11)～15)のとおりである｡

各務位の490mJAにおける正味の吸光度をみると,第2衣川2年生17コソプにおいて子燕斑部ICある(カ,

㊨.⑥では0.650,0595.0.630であり,その他の部位(乱 ⑧,⑳では0145.0145.0203また(a.⑧に

おいて110195,0110である｡予示斑の部位とその他の部位においてほ吸光度に大きい差がみられる｡子ホ

斑がみられない2年生11コソ7'において黄体の'AS部および中央中心部の,490rnl▲における正味の敏光R:な測

定した結果は,妨2訪日21に示すごとく基部では0240,中央【卜Ll部では0540であり中央中心部に比較して

瓜部の吸光度は低く.したがってTTC還元能ノ)も粥い｡1年生マコンブにおける益部と中央･IJ･Ll部のTTC

還元能力について.490mJ▲での正味の吸光度を湘足した結果は第2表13)～15)にみられるごとく.駅旅した

l年生マコンブではいずれも菓体の中央中心静こ比較して.基部のTTC還元能力は弱くみられる｡

これらより考察すると.マコソプにおいて1年生コl/プおよび子ポ牡形成前の2年生コL/プの謙体部位に

よるTTC還元能力は中央中心部に比較して基部が弱い｡2年生コl/プの子■斑矧1蕃いTTC点元能力が

みられ 他の部位と大きい差がみられ特異的である｡

(2)兼体別による還元能力の検討
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T･bl･2 41JRelat10nOfformazanproductlOn(opticaldenslly)to
dlfferentpartsofthalll(i)

Notes1.OplLCaldens)tyat49)mF,.

O OptlCaldensLtyOfextractsfrom TTC-reducedthallus,asblanktotuerle.

@ OptlCaldensityOfextractsfrom thauussamewith,abovebutwlthout

TTC,asblanktoluene

⑨ OptlCaldensitydeducted壇)from(9.

2. Samples.seeFJg.I.

2･years･oldi.JaPoJ〃cLZARESCH(formlngSorus)

collcctedlnNov 13,1968.

Tab1o2 (2)

Notesユ. OptlCaldensltyat490mF･SeeTable2.rlトnotes1.

2, Thesamples.2lyear5-OldL.}apoltLCaARESCH COllecLedlnJuly23,1969.

Tabre2.【31

忘 ｡en mJ a竺 IThat.usbaseIEoea器::fr:o:TeJte:nat]r.aulScen-闇

ul

@

(参=(D-(む

Notes1. OptlCaldensllyat490mpL･SeeTable2.川-notes1.

2. Thesamples.l･ycar･oldLja♪olIICLZARESCZTCOIZecledlnJune16,1968

Table2.(4)

base E Thalluscentral･center

uJh

@

@=(ヨー喧)

Noles1. OpllCalde'ISllyat49)mJJ･SeeTable2.【lJ-notes1.

2. 1-yearl01diJ'apoILICaAJtESCIJCOllecLedHlNov.5.1968.



ThalluSbase Thalluseenlra1-cenlCr

I.100 1.130

0.伯1 0.770

0.盟 ) 0,38)

Notes1 OptICaldensllyat490ml▲ニSeeTable2.Llhnotes1

2. Thesamples 1-year10ldL.･ノDPO′〝,IL･AJLBSCHCOlJccLed･nSepl6,19a)

TAbl●3 RelaLLOnOfEorma皿nproduction(optlぐaldenslty)loeach
dIlferentthaIIus

L}a♪〃′日EaARESCM
No2 No.

Thhsae"ust:h:a::I:ul糎 usl憲 it;ulS-

i-year-o)d
No I

漂 cLle6?1;n6｡.IcsoeliecltS.dl品 .

Notes1. OpLICa】densltyat490mJ上.SeeTable2(1トnotes1.

同一海域に生育する1,2年生マコンブについて同一部位 (中央中心部)を対象としてTTC還元能力につ

いて検討した結射 ま第3表に示した｡1年生マコl/7'の4SK)rnlHこおける正味の吸光度は0145.0195およ

び0.2COであり,6月中旬に採集したコンプは他の9,11月に採非したコソブに比較して吸光度は低くみら
れた｡これは時期的にもおのおの異なった禁体なので,薬体別に上る題あるいは時期的による差か,この点

さらに倹附したい｡ 2年生マコンブにおいて子蕪技の和船こ上る493m/▲における正味の吸光度は子燕斑

のみられtL:いコソブでは05LIO,子辞斑の見られるものは01595と,玖光齢 王前古に比較して万石くみられた

2年生マコ-/ブについて比較すると1年生よl)2年生7コンプの題元値J)が敷くみられた｡

3 生rfr場所別にみたTTC還元能力の検討

妨2回に示した両虎漁PL.t内外のAIBIC･地点に′kTfしているマコ-/-/'を採放して供訊材料とし.生育場所

別にみたTTC還元能力について.4SK)mFAにおける正味の吸光度を雅起した結果は第5回および第4表のと

おりICある｡兼体の中央中心部について比較するとA地点0.190.B地,/iO･210,C地点0･170である｡基

部について比較するとA地点0.140,B地点0160.C地代0.065であり,柴体の中央中心私 益軌 ･ずれ

もB地点のコ-/プではTTC還元能ノJが強く,次いでA･C地点の筋性である｡すなわち,防波堤の内側で

陵lAiより妊れている地点のコソプが強くみられ 防波娘の外帆 防鼓姫の内側{'小さな下水道注入l｣付近の

Fi位にTTC還元能ノ)が低下している｡しかしA地点およびB地点に生育しているコ1/ブにおいてそのJBは

わずかであり,菓体の個体題による影書も考えられるので.こJ.'.tさらにくわして検討したい0

4 正常 ･奇形別におけるTTC還元億))の険討

たまたま発育不全な奇形衣難2年生マコl/プを入手できたので,同一物に弟生生育している正常てコソ7'

と奇形マコ･/プを供託材料とし,TTC還元能ノ)に相違があるかについて険討を加えた｡正博'.奇形コ-/-/'

における吸光度曲鰍 1妨6u)～【2】回に,また4gOmlHこおける正味の吸光度は第5衣に示した｡正常 ･奇形

コ-/7'の中央中心部および鹿部における490mJ▲の正味の吸光度をみると.中央中心部では正常コl/プ0.540,
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T.bJ･4 RelaL･OnOfEormazanproducLIOn(opIIe81'lens】ly)toLllall'
lromeachdLfferentllabllal

Notes1. SampllngStaLIOn:SeeFlg.2.

2. Thesamples.CollecledLnJuly21.1969.

3. 0ptlCaldensLlyat490mIA.SccT.1ble2tlトnotesI.

t■■■lJ-Tl■1-L■_
▲ :チ

● ¢q.7～-r<■
Fig.5.AbsorptioncurvesoEtoluene-extractsfromTTC-treatedtha‖l

fron,LdilEerenthabltatS.

SamP)lngStatl0nA:OutSldeofaL)reakwater

B Tns･deofabreakwater(8distancejrom

shore)

C.】nsldeofabreakwater(neardra)nageout)

(SeeFlg2)
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加 "p.hrl1- 納 叫

F.'9.6 (1) AbsorpL10mCurvesOEtoIuene･extracLsfromTTC･treated

normalandabnormaHormsofcultured 2･years･o)dL.

jat･oTltCaARl35CTT.

(1) That]usbase
NormaIlorm :- 0

Abnormalform. ･0

0.@:SeeFlg.4

①

◎

①

◎

T.bl･5 RelatlOnOEEormazanproduction(opticaldensity)toboth
normalaJldabnomalformsortha日1

AbnormalforTn

Notes1. Thesamples 2-years･oldL)'a♪01･･'cLZAJLESCllCOueCledlnJuly23,1969.

(shownlnPlateIandFIE,3)

2.Optica)densltyat490mp ShownlnTable2.(lJ-notes1.



海藻の生体所性と.罪.frとの関係 妨3報 55

sJ ■●
h▲▼●LL叩II

F･g6 (2) Thalluscentraトcenter

Normalform : ○ (D

①

Abnormaltorn:･ 〇･ (D
･･@

(ら.(》:SeeFlg4

奇形コ-/プ0.3取 払部では1仁.常コ-/プ0.240.奇形コソブ0200 で正常コンプに比較して稚形コソ-/の

TTC還元他力の掛 ､のがみられる｡TL:お,尭殖マコ-/71における奇形の府側こついてはまだ知られていな

い0

5 コンプに人工的に押韻をあたえた場合のTTC還元能))の変化の検討

川 室温および5･Cのストッカー中に保iEした場合のTTC還元能力の射 ヒ

1) 1年生17コンプをポリ袋に密封して.室温に保護した場合あるいは海水中に浸法してストッカー中

に保護し,保護日数によるTTC還元能力の射 ヒについて,490mI.における正味の吸光度を滞定すると次

の荊6穀のとおりである｡保栽後コソプの中央中心部より試料を採取し反応に供した結果,室温に荘いた

場合2∩Hの吸光度は0012と当初に比較してTTC還元能力は著しく弱くlL:.'ている｡コl/プを海水qJ

に浸沸し,ストyカー巾こ保漉した切命.搬戚日数と共にTTC還元能力は弱くfj:り6日Elにおいて正味

の吸光LB:-ll(-)となる.

2) l年生マコソブを海水中に浸沸して宅配に 3日rin保漉した場合,TTC還元能力の変化について

490nり▲における正味の吸光度を測定したも悦 は荊7滋に示す｡結射こ上ると保煮3日Elにおいて基部以外

の中央中心部お上び中央捷部の正味の吸光度は0.045および(-)となる｡
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T-bl●6 RchLIOnOflormaz.ltlPrOductIOn(optlCaldensILy)lothalll
sLOCked】nroom andlnaSlocker

Durat)on(days)
q】tlCal
den5Ltyat490m/▲ l o

:: - ::..:: ::.Lここ

@-(カー(》 0.195 0.012

Notes1. Thesamples:1-year-oldi.JaPOl‖rLZALEESCLICOllectedinNov5.1968.
2. SampleposLtIOn.ThauuscentT-aL-center
3. SLOrageinroom SamplesWerePackedinPolyethvlene.
4 StoragelnS10Cker SampleswerekeptJn5'C'sseawater

5 0ptLCaldensltyatJ190mJ▲･SeeTable2.rlトnotes1

TAbl･7 Relall0nOTformaLanPrOducll0n(opLICal(lensLty)todlElerent

parLsorthallltreatedwlthinseawaterdurLngStorageatT'00m

temperatuTe.

tuhsae‖usl豊 t望

0115

0125

(-)①((彰

NotesI Thesarnpleslllyear-OldI.}̀1J,0,"CaARESCIICOllccLed･nJune16,1968
2. 0ptlCaldensltyat490m/A.SeeTable2.llトnoLCS1.

T■bl●8 Relal10nOfforma姐npTOducllOn(optlCaLdenslty)todlrferentparLS
oElhaLl)treatedwlthlnSeaWflter(lurlngStorageatSlocker.

NotesI. TheSamples.2lyearS-0)dLjD♪仰icLZARESCH(FormmgSorus)collected)∩
Novll,1968 (SeeFig1)

2 0ptlCaldensityat490mI▲ SeeTable2.川･notesl･
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3) 了粥Lrlのみられる2年生マコソプを.i-:))脚こ帝月し5'Cのスト′カ-ErHこ保栽した糊付,鵬威日数

保成日数による柴休み部位 (第 1図参照)の490m〝におけるTE味の吸光度 は,述部①では29日Elにおい

てOLLI5,rlT火小心郡毎)は L6nFIでは0158,19rlRでは0040である｡ニ躯体のやや先部①は5rlnで

nr料),尖端部に近い◎は51日lで0072, また基線郡④は29Ej口において0220,中央緑部⑧は7n目

で0075となっており,保鼓n数による吸光度の低下は各部位によってことなるが,子雅斑のみられる部

付においては他の部位に比較して.保栽El数による吸光度の低下は漸次低下し,著しくはない.

【2)降雨にさらした勘合のTTC還元能JJの変化

ユ年生マコ./プを採処した際に,たまたま2時間余降雨にさらされたので.これらの形執 こよるTTC還

元能ノ)について490m/Lfこおける止妹の吸光度を測定した総力主は節9表のとおりであるO降雨にさらしたこ

とに上って恭体の部位にかかわらず正味の炊光度は著しく低く.TTC還元能ノブに大きく影著したものと,EL.tま

われる｡

(3)海水浪度別に保戟した場合のTTC還元能力の変化

1年生マコンブを用い,割IiいにiLIL度の影竹がないようにストyカ-中に保鼓し,海水濃度別によるTTC

還元能プJの変化について検討を行なった｡保蔵｢l掛 こよる吸光度の変化は第7ll)～(31回および第 10蓑に示

す｡

T4bl19 RclalLOnOfformtIZilnI)TO(luc=01-(optlCtll(lenslly)tothalllIelt
LntlleS】lgh=alnTor2hrS.

忘 這 三i誌 ㌫ psa'叩1こ I ll.a"usbase l ten":rhalttuesnLer ト haF,du!cceoLter
(ら

@

(カニ(ヨー(勤

Notes1. Thesamples:1-yearl01dLJapo,.leaARESC-■COllecledlnJune12,1969.
2 0pllCaldensltyat490mIL･SeeTable2(17-notes】

TzLbl･10 RelatLOnOfformazanproductl0m(optlCaldenslty)lolhaHltreated
wllhdlfferentsea-waterconcenlr.TLLIOndurlngthesloTZlge,

NotesJ Sat一一ples:1･ycar･oldLJlLP0′J,ClIAJu;SCFICOHcctedlnSep.
2 Saml)1epOSltlOn.Thnlluscenlrtll-ccntcr.

3. Temperaturestocker:2-50C.
4 0ptlCaldczIS】tyat490mIASeeT.lb】C2.(lトnotes1.
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01

0)

l!

1-
130 500

Ⅵ■､I Lrq lh

F･9.7 (1)～(3)

Absorptioncurvesoftoluene･tXLractsLromTTC･treaIedlhalH

wh･chprev10uSlyimmersedfor6daylnOLt),50%-1daylIl1,

60%･ldayrII札70%･ldayLIVl.2daysIVI,3daysLVTL助,6･lday
lVI11.2daysIVTIIJ.3daysIIXJ.6daysIX),90%-IdaylXIl.2days

【XTTJ.3days(XlTl),6dayslXJVJ,andl00%11daylXVI,2days
IXVl).3daysEXVltJ,6days(XVHl)lnSeaWaterCOnCentratlOn

Sampte,1-year101dL}af･onlCLZARESCf'.
- -(r)

@

①,◎:SeeF)g.4
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Ⅵ'いrlJqLh
Fi9.7.(2)

これらの結果によれば保栽RJJn'JlJ6日間において.保戎El数と各海水沸皮浸軟コL/プの490mLJにおける正

味の吸光度をみると,溢水浪度50%および60%浸狭コ･/ブでは.1日日.{･0045および0050であり,当初

の正味の吸光度0200 に比べ若しく低下している｡70%および80%漉皮浸故コt/プは,2円日で0073およ

び0076となり.当初にくらベ1/2以下に低下している｡90%浪度の海水に浸ざiLたコソブにk.いては6日

Elで0095を示し.当初にくらべ約y2に低下している｡100%海水に浸淑した コソプについては6EIE=こ
0160となりLI90m/んにおける正妹の吸光LfEはやや低下しているが,他の稀釈離水に浸放した勘合よりみて.

低下は少なく,縦水洗度の稀釈によるコソブ生体におよはす膨鮒土,TTC還元能力よりみて粍釈度の矧一､

ほど大きい傾向がみられる｡

これらにみられるごとく,コソプ生体に人工的な陣智をあたえた場合,その障背が大きいと思われるほど,

当初の新鮮かつ睡全な柴体のTTC還元能力に比較して,還元能力は変化し著しく弱くなる慨向がみとめら

れる｡
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Fi97.(3)

括 T

コソプの生体活性指標としてTTC遵元反応の利用を検討するにあたって,基礎ff料をうるII的のために

まず,TTC還元性物平生成条件を検討した紡双,ワカメについて行なったJll法に仰ずることが可能と思わ

れた｡しかし抽山根の吸光度曲線において,490mJ一付近ではワカメの場合にみられたIJJらかなピークはみら

れず.平坦あるいはゆるやかな曲線部を示しているにすぎないが,TTC奴応kL理した柚Hl液の吸光度と,
反応を行なわずに同条作で処理した対凧仙川液の吸光度を比較すると,そのZr･flrylらかにみられ LI90m/りこ

おける両者の,Yi:すなわち,正味の吸光度を由雌 することによってTTC題元帳プ)を検討することが可能と.Iilt
われたので,兼体部lb 薬体Bu.生育場所別.正常 .奇形別および人=的に生体に陣智をあたえた朝倉fL:ど

におけるTTC還元能))の変化について検肘を行なった｡
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草体部位 薬体鰍こおけるTTC還元能))については,マコ1/7'において1年生,子表斑,形成前の2年

生マコソ-/では,中央中心掛こ比較して基部の還元能))は弱く,子粒妓形成後の了･褒残部は他の部位に比較

して.特先約に戟いTTC還元能力がみられた｡また.1年生マコソプに比較して2年生17コソプの還元能

力は熱くみられた,,

生育場所BIJにみたコ-/プの還元能力は,防改姓の内脚で陸岸より離れている地点に生市しているコソプに

就くみられ,次いで防淡姫の外側に生育しているコ./プであり.防改姓の内側.{･小さIJ:下水道注入口付近で

はTTC還元が弱くみられた｡

礁舛2年マコソブの同一物に付着し生育している舟形および正常コ/プについてTTC還元使プ)を比較検

討した紙果.奇形コソプにh･いては正常コ-/ブに比枚してTTC還元能力は弱くみられた｡

コンプの生体活性に人1:的昨諸をあたえた切命,抑留の大きいと思われるほどTTC還元値プJは弱くなる

較向が認められる｡当初の新郎かつ健全な兼体の還元櫨))と比較して.障害に上り射 ,_し弱くなる併向があ

るが,全く新鮮LJLl.われろコ./ブにおいて部位に1り吉元能力が異なり,なかでも子轟抜部においてlま特典

的に強い能力がみられたことと.菓体が降音を受け一部軟化現象がみられる状態の中で,千載班部において

還元能力は徐々に弱くなり.他の部位にみられる急汝tL:弘さの低下はみられなかった｡

ワカノにおいてTTC足元生成物抽出液の490mJ▲における正味の艶光度が.0.100以上の場合を一応他全

な薬体とみなしたが.本釈崇に用いた試料の一つに例外的と思われるが.新郎なコソプ菓体の基部において

490mI▲における正味の吸光度が0.1CO以下を示した｡しかしこれらの例外を除くと,大体490m/.における
正味の吸光度を軸足することに上って,薬体の生体活性度を推定でき.かつ兼体の健全 ･薪餅時のTTC還

元能力を基準とした幼合に生体陣駕の程度および.生 ･死の判別を推定することが可能と思われるが.菓体

部位別および薬体別によるzYiもみられるので,さらにこれらを検討すると火Iこ,今後はTTC還元能ノ)に1

る新点‡度の判定および軌1.,I"u,男とのLW係などについて応用検討したい｡

要 約

コンプの生体活性指標としてTTC還元反応を選択し,その可敵性についてITコ./ブを用いて検討をhllえ

た｡得られたA-Rについて要約すると次のとおりである｡

(llTTC彬液に上る還元性物質生成条件の検討について,ワカメにおいて共験した方法に準じて行fJ:い.

490mI▲における抽fl]拝の正味の吸光度 (反応した抽出液の吸光度1り反応しない同一条件で行なった対照の

抽出液の吸光度をさし引く)を珊定し,TTC還元能力とした｡

(2)重体の部位 ･兼体別によるTTC還元能JJI王,基軌 中央中心fBなどで弗なり.子事は部において特
異的に強くみられる｡また.1年生マコンブに比較して2年生マコ./7'において強くみられたB

t3】防波堤内外海の生育場所EIJにみたTTC束元能ノ)は.生育場所に上り多少異なるが.内海陸地に近い

下水道注入口付近に生育しているコソフにおいて,他の場所に生育しているコソプに比較して還元能力が弱

い｡

(Ll)丑私2年生マコソプにおいて,奇形 ･正常なものの還元能力は,奇形コソブにおいて描くみられた｡

(5) コソプの生体活性に人工的障害 (温度 ･油水練JA:別などによる保親)をあたえた勘 合.悼;ttの大きい

と思われるほどTTC避元能か1弱くなる恢rtJJが.あることから,TTC還元憶プ)を測定することに1って,

その障磐樫腔を拙走することが可能と思われる｡しかし子鄭珠部など特製的な部位もあるので,十分考慮す

る必要がある｡

文 献

1) 尾 形 英 二 (1956):口水誌 22(7) 400

2) 〝 (/I): 〟 (/I)404
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